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開 議 午前１０時００分 

議 事 日 程 議長は、本日の議事日程を次のとおり報告した。（別添付） 

会 議 録 署 名 

議 員 の 指 名 

議長は、会議録署名議員に次の２名を指名した。 

７番    山   忠 議員 

 

８番   川 口 弘 治 議員 

 

議  案  の  経  過 

日 程 発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

  

事務局長 

（中野重男君） 

 

 おはようございます。 

 議会開会前に、一般質問についてご説明申し上げます。 

 本日は５人の一般質問が予定されております。質問時間は６０

分以内としております。時間制限の５分前には、次のように呼び

鈴を鳴らします。 

 また、６０分に達しますと、次にようにベルを鳴らします。 

 このベルが鳴りましたら、速やかに質問を終了願います。 

 修礼を行いますので、ご起立を願います。 

 礼。着席願います。 

 

会議成立 

開議宣告 

馬場議長  おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１５人です。定足数に達しております

ので、直ちに本日の会議を開きます。 

 なお、５番、田中正一議員は欠席であります。 

 

  （開会時刻 午前１０時００分） 

 

議事日程報告 馬場議長  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 
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一般質問 馬場議長  日程第１、一般質問を行います。 

 質問に先立ちまして、一問一答方式についてご案内を申し上げ

ます。 

 一問一答方式で行う場合は、登壇した際にその旨を発言してか

ら開始していただきます。なお、質問の回数制限はございません

が、質問時間は答弁を含めて１時間以内とされるようお願いいた

します。 

 一般質問者は、一般質問者席において発言願います。 

 通告順に発言を許します。 

 １席、７番、 山 忠議員の一般質問を許します。７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 おはようございます。議長のお許しを得て、通告に従い一般質

問をいたします。 

 一問一答方式でお願いをいたします。 

 季節は、早いものでもう秋となりました。稲穂も重たげにこう

べを垂れ、豊作は間違いないものと思われます。あとは米価問題

であります。米価下落に歯どめをかけ、いかに適正価格にするか

であります。そのために、６月議会において、全議員総意のもと

米価暴落対策を求める意見を政府に陳情いたしました。これが功

を奏してくれることを願うものであります。そのためにも、議会、

行政ともに万難を排し、対策に当たらなければならないものと思

うものであります。 

 さて、おいらせ町誕生１０周年冠事業として、いちょうマラソ

ン、長寿青森県一宣言、そして将棋祭り等々、それぞれ成果をお

さめてきました。そして、昨日の青森県県民駅伝大会には、町の

部第３位、総合の部７位と、入賞まことにおめでとうございます。

一町民として誇りに思うものであります。次に続くのは、伝統行

事である百石まつり、下田まつりと続きます。天候に恵まれ、沿

道にたくさんのお客様をお迎えし、その勢いで後に続く多くの１

０周年記念事業を成功させ、１１月１日の記念式典には、町民誰

しもが喜び誇りを持ち、心から祝福できる記念日としたいもので

あります。そのためにも、今を大事にし、町民の声を議会に届け

たいと考えるものであります。真摯なるご答弁よろしくお願いい

たします。 

 それでは、質問事項１の第１次総合計画についてであります。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－５－ 

 その質問の要旨、（１）施策２０の公共交通の利便性と活用促

進の中のバス交通について問うものであります。 

 アとして、前期計画の施策の達成指標として、計画当時の現状

値の満足度と不満足度の数値は幾らでありましたか。また、その

ときの不満原因と、前期終了後に改善されたと思われる数値はど

のようになっていましたでしょうか。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 １席、７番、 山 忠議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、前期計画の目標項目「バス交通の利便性への満足度」の

現状値ですが、満足が１０．１％、不満が５０．０％となってお

ります。 

 また、不満原因につきましては、民間事業者が運行する路線バ

スと、町で運行委託している町民バスに対するものとなります

が、当時のアンケートでは、不満原因までの調査は行っておりま

せん。 

 なお、国土交通省で行った公共交通に対する意識調査による

と、不満の原因は、バスの本数が少ないこと、運賃などが上位に

なっていることから、当町も同様の理由が考えられます。 

 前期計画終了後、改善されたと思われる数値につきましては、

満足、不満、利用者数の全てにおいて、改善された数値はありま

せんでした。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。 

 再質問でありますが、前期現状値の利用者数は６万３，２２２

人とあり、それに対する目標利用者数は６万６，０００人とあり

ました。それを達成するためには、利用実態に合った利便性の高

い運行経路や運賃を定期的に見直すとしてありましたが、５年の

間に何を何回実行いたしましたでしょうか。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 
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答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えします。 

 運行経路や運賃などの見直しについてでありますが、前期５年

間に行った改正につきましては、平成２２年にイオンモールから

下田駅までの路線の増便、平成２４年度に錦ヶ丘団地内にバス停

の設置を行った２回であります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 再質問であります。 

 その結果が、後期計画の現状値利用者数が５万９，０１４人で

あります。５年間に４，２０８人の減でありますが、利用者の声

をどのようにして反映させましたか。また、声の収集をどのよう

な方法で行ったかを教えていただけますか。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えします。 

 利用者の声の収集につきましては、町ホームページの町民の声

及び来庁、電話等による要望等を伺っており、運行経路、バス停

の新設、時刻の改正など可能な限り実施しております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 可能な限りやった結果がさっきの数字であったろうと思うん

ですけれども。 

 それでは、次に料金のことについてお話をしたいと思います。 

 料金の再質問になりますが、料金の改正を、受益者負担という

ことで１００円を２００円にいたしました。往復では４００円と

なり、２００円の増となります。途中下車等をすることで、もっ

と料金は加算されるわけですが、これらによる影響をどのように

分析していますか。 
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 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 旧下田町町民バスは、平成１３年度に試験運用を６カ月、１０

０円で実施し、その後は平成１４年度から初乗り１５０円、１１

駅以上２００円で本格運用をし、現在の料金は、合併後間もなく

旧下田町で実施していた町民バスを百石地区にも拡大し、その際

料金の見直しをしたものであります。 

 料金の影響分析は行っておりませんが、平成２２年３月に実施

した合併検証で実施したアンケートの公共交通については、変わ

らないが４９．４％、よくなったが１４．２％、悪くなったが８．

６％、わからないが２７．８％となっており、総体的に少しよく

なったといえる結果でありました。なお、病院やいきいき館のバ

ス利用者には、帰り分の無料券を配布しており、対応していると

ころであります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりましたが、しかし参考までですが、イオンモール下田と

本八戸駅直通のバス料金ですが、帰りの料金を半額にして利用者

を確保している。また、八戸広域定住自立圏の加盟町村の最終バ

ス料金をテストケースとして５００円としたところ、利用者が増

加したと聞く。これらを考えると、受益者負担にも限度があるの

ではありませんか。 

 そこで、もう一度もとの料金１００円に戻す考えはございませ

んか。 

 

 馬場議長 

 

 企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 現行の料金については、費用対効果を考慮した結果によるもの

と考えております。料金２００円を１００円に引き下げることに

より、収入が減ることになりますので、町財政に及ぼす影響額も

ふえることになります。バス路線を維持するためには、応分の負
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担をしていただくことも必要でありますので、ご理解をいただき

たいと思います。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 ところで、計画の対策の中で、ローリングそしてプラン・ドゥ

ー・チェック・アクションの言葉がよく使われていますが、前期

５年の間にどのようにそれが生かされたと考えますか。 

 

 馬場議長 

 

 企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 町民バスについては、満足度、利用者数の増を指標とし、利用

者の声を聞きながら見直しに努めております。指標的には改善が

されていない数値になっておりますので、今後さらに見直しに努

めたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。 

 それでは、次にイとして、後期計画の施策の達成指標として、

現状の満足度９．９％、不満度５３．２％とありますが、現状値

の不満原因は何でしょうか。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 後期計画の現状値の不満原因につきましては、先ほども答弁い

たしましたとおり、後期計画のアンケートにおいても、不満原因

までの調査は行っておりませんが、主な原因として、バス本数が

少ないこと、運賃などが考えられます。 

 以上であります。 
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 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 よく把握していないようでありますが、再質問になりますが、

実は私のところにも町民の声が届いております。声の概略は、北

部地区内にバス停の新設、新設というよりは、もとあったところ

にもう一度復活させてほしいという願いであります。 

 また、時刻表について及び高速バスの停留場誘致の声でありま

すが、それを担当者に届けてあります。それに対する回答がいま

だにありません。いついただけますか。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 要望の件につきましては、町民バスと民間の高速バスの要望と

聞いております。町民バスについては、一部対応できる改正と、

対応困難な改正があり、民間の高速バスについては運行業者に相

談し、実現はかなり厳しいと聞いており、検討及び協議をしてい

るところであります。詳細については、早急に回答させますので

ご了承いただきたいと思います。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。 

 今後、検討するとのことではありますが、できる、できないは

別としても、その理由と早い対応をお願いしたいものでありま

す。早い対応こそが、町民との信頼関係になるものと思うもので

あります。よろしくお願いいたします。 

 それでは、次にウとして、町内の交通の利便性の向上のため、

町民バスの運行委託として２，３３５万円の予算を計上いたして

おりますが、この予算は昨年と同額ですか。また、これにより利

便性はどのように向上いたしますか。 

 

 馬場議長  町長。 
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答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 町民バスの運行委託料の当初予算２，３３５万円は、昨年度当

初予算２，３６８万円と比較すると３３万円、１．３％の減とな

っており、これまでの実績により算出をしたものであります。 

 運行委託料につきましては、年間経費から年間利用料を控除し

た額を支払いしており、経費は１日当たり９万７，２００円で、

年間３，５４８万円となり、年間利用料は６万６３４人を見込み、

１，２１３万円となり、差し引き金額が運行委託料の２，３３５

万円であります。経費に対する利用料は３４．２％で、運行委託

料は６５．８％となります。 

 利便性を向上させるためには、現行の路線数、便数を変えずに、

ルートや時間、停留所の位置を変えるなど経費を変えない方法

と、路線数や便数をふやすなどにより経費がふえるものがありま

す。今年度当初予算における年間経費は、昨年度と変わっており

ませんが、町民や利用者の声を反映させるなどし、利便性の維持

向上に努めてまいりたいと思います。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりましたが、金額が昨年を少しではあるが下回っていると

いうことは、これはお金がかかる、どちらかというと利便性を増

すためには少しはお金がかかっていくんだというふうなことに

なると、どう考えてもちょっと利便性が増すとは考えにくい。そ

ういうことから、十二分にあとはアイデアを使うなり、それなり

の知恵を出し合って改善していただきいと、そういうふうに思い

ます。 

 さて、再質問になりますが、先般の全員協議会において、地方

創生先行型上乗せ交付申請事業メニューの中で、町民バス拡充事

業の項目があります。１０４万７，０００円の予算組みがされて、

期限１０月１日から３月３１日の間、路線を拡充して利便性の向

上を図るとしていますが、どこの路線か具体的に説明していただ

けますか。 

 

 馬場議長 

 

 企画財政課長。 
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答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えします。 

 拡充路線につきましては、国保おいらせ病院、百石高校へのア

クセス向上のため、南線１便の前に鍋久保西を新設し、おいらせ

病院行きを設定しました。東線１便につきましては、起点がサン

ワドーからでありましたが、サンワドーの前に三沢駅を追加し、

木ノ下の旭ヶ丘団地前の停留場を追加し、さらに百石高校から帰

宅の際にも使えるように、１８時以降の便の設定も行うこととし

ております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 いろいろな工夫がなされているようでありますから、これが功

を奏していただければなと、そういうふうには思います。しかし、

この事業が悪ければ、期限終了後廃止するとのことでしたが、こ

の路線を設定するに当たって、期間を設定するに当たってどのよ

うな理由を考慮してこれを設定したのか。また、利用度が悪いと

きは期間内であっても中止する考えがあるのか。また、再度別な

場所でのテスト運行する考えはあるのか教えていただけますか。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 路線の選定理由につきましては、各種要望等を調査検討し選定

したものであります。また、期間については交付事業の期間とし

ており、全協で説明したとおり継続していく考えであります。 

 また、別な場所の拡大についても、各種要望等を参考に調査検

討していく考えであります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 特に、声はよく聞いていただいて、そして設定していただくよ

うにお願いをしたいと思います。 

 ところで、既存路線のバス１台当たりの平均乗車人数は何人で
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すか。また、最低、最高の乗車人数も教えていただけますか。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 １台当たり乗車数についてでありますが、まず昨年度の全体の

実績は、１日の平均にすると１５３人となり、全体で３路線それ

ぞれ５便ありますので、1台当たりの利用者数にすると１０人程

度となります。 

 最低、最高の乗車人数については、平日、休日、区間、時間帯

によりさまざまで、区間、時間ごとに見ると最低はゼロ人で、最

高は乗車定員の５７人ということになるかと思われます。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。平均は大体１台１０人程度ということでありま

す。 

 それでは、現在使用しているバスの車種は何ですか。また、ノ

ンステップバスですか。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 バス車両の規格につきましては、主として使用する車両は３路

線全て中型車両であります。あと、ノンステップバスについては、

現在は使用しておりません。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 再質問になりますが、乗車人数と経費、そして弱者のことを考

えるならば、もっと小型の車種を検討し、町内を巡回できる路線

とするべきと考えますが、いかがですか。 

 また、ノンステップバスについては、１０年前の合併協議会で
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導入するといたしておりましたが、導入できないのはなぜです

か。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 小型バスの導入についてでありますけれども、先ほど答弁した

とおり、現在は３路線を３台のバスで運行しており、時間帯、区

間により乗車人数も大きく変わりますので、現状においては小型

バスでの対応は困難であると思われます。 

 ノンステップバスについてでありますけれども、ノンステップ

バスはバス車両の価格等の問題もあり、普及が進んでいない状況

であります。現状と課題について委託業者と協議し、検討を進め

てまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 ありがとうございました。 

 さて、５年間検討した結果が、次の質問のデマンド型交通シス

テムであろうと考えます。 

 それでは、エとして、デマンド型交通システムの導入を検討し

ているようですが、そのシステムを現在導入している市町村はあ

りますか。また、あるならばその市町村を検証いたしましたか。

また、参考としてデマンド型交通システムの解説もお願いいたし

たいと思います。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 デマンド型交通システムの導入についてでありますが、現在近

隣の市町村では十和田市が、路線バスの廃止になった区域におい

て、乗合タクシー方式で運行をしております。 

 十和田市の状況でありますが、３地区において実施しており、

価格設定、路線、利用者数、負担金等について確認しております
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が、課題は、利用者の増により経費が増大していることだと聞い

ております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 経費が増額しているというふうなことであるようですが、後期

計画ではこれを何とか入れたいというふうな考えになっている

ようであります。 

 それでは、お聞きしますけれども、後期計画も残すところ３年

６カ月となりますが、デマンド型交通システムを導入しようとす

るならば、その予算金額と計画の進行状況を教えていただけます

か。 

 

 馬場議長  答弁を求めます。 

 ７番議員、質問のオに入ったということでよろしいでしょう

か。（「はい」の声あり） 

 町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 今年度は、町民バスの一部拡充を行いますので、その結果を検

証しながら、当面は町民バスによる交通の利便性の向上を目指し

たいと考えております。 

 デマンド型交通にはさまざまな方式がありますので、その中か

ら当町に合う方式を検討していく必要があると考えております

が、現在までのところ、当町に合う方式の具体的な検討には至っ

ていない状況であります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。 

 前期計画では、余り成果が見られませんでしたが、それを踏ま

えてしっかりと検証し、ローリングをし、プラン・ドゥー・チェ

ック・アクションを確実に実行して、多くの町民に利用いただけ
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るバス運行をするんだということを、町長の決意を再度お聞かせ

願えませんか。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 大変失礼しました。 

 山議員さんのおっしゃるとおり、いろいろと検討しておりま

すが、我が町に合うのはどういう方式がいいのということも含め

て、これから検討してまいりたい、継続してまいりたいと思って

いました。 

 

 馬場議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 先ほども言ったように、後期計画もあと３年６カ月よりありま

せん。検討するというふうなことに終わらないで実行をしていた

だきたいと、そういうふうに願うものであります。ありがとうご

ざいました。 

 それでは、質問を変えて、次の事項２として、町道間木百石１

号線と、それに接続する道路の安全対策についてでありますが、

質問の要旨として、（１）１号線はイオンモール下田と下田公園、

または国道４５号線バイパスへのバイパス道路として、車両、自

転車、歩行者ともに多くなっていますが、安全対策として標識、

ミラー等の整備と早期の歩道整備を検討する考えはございませ

んか。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 当該路線は、交付金事業等により整備し、平成２３年度末に延

長１，３７６メートルの車道部の整備を終わり、供用開始いたし

ております。 

 整備に当たり、警察と交通安全対策のための交差点の協議、交

通標識の協議を行い、その結果により所要の対策を講じており、

現時点での安全対策は十分であるものと考えております。 

 しかしながら、今後、歩行者を含めた交通量の増加や交通状況
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に変化があった場合には、警戒標識などの設置を状況に応じ考え

てまいりたいと思っております。 

 町内の歩道整備については、今年度、通学路交通安全対策とし

て、学校、警察、道路管理者を含めて協議する場を設け、通学路

交通安全プログラムを策定した上で、今後の整備路線や手法を協

議し、順次対策を進めていきたいと考えております。 

 しかし、当該路線については、通学路の検討路線外のため、町

の生活関連道整備基本計画の中で整備を検討していくことにな

りますので、現時点では整備年度等は未定となっております。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。 

 １号線の認知度が増し、中野平、下中生の自転車通学、木ノ下

の中学生の自転車でのイオンモールへの道路として、またウオー

キングの下田公園といちょう公園のアクセス道路として、またそ

れに加え、車両の増加で危険度が増しています。いかがですか、

歩道の用地は買収済みとのことですが、工期を何期かに分け整備

することも一案と考えますが、検討する考えはありませんか。 

 

 馬場議長 

 

 地域整備課長。 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 ご質問にお答えします。 

 歩道の用地買収については、同路線の下田公園側の北側の土地

７筆、約１１０メートル区間が未買収となっております。歩道未

整備区間１，１３６メートルについては、先ほどの町長の答弁に

もありましたように、生活関連道整備基本計画の中で整備を検討

していくことになりますので、ご理解いただきたいと考えており

ます。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。事故が起こる前に何とかしていただきたいと、

そういうふうに願うものであります。 
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 次に、質問の要旨（２）ですが、１号線と国道４５号線バイパ

スを接続する道路の交通量が多くなり、国道４５号線バイパス交

差点での急な車両の飛び出し、運転者の歩行者用手動式信号機作

動をときどき目にしますが、事故防止対策として車両感知式を加

えた信号機とする考えはありませんか。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 

 

町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 信号機の設置については、県公安委員会の所管となり、三沢警

察署へ確認したところ、当該交差点は木内々小学校が近くにある

ため、児童等の安全な横断を目的として押しボタン式信号機が設

置されているものであります。 

 また、信号機が増加された場合、交通の流れが悪くなり、その

結果、信号機による渋滞も懸念されることや、同所での人身事故

が過去３年間に発生していないことから、現時点における設置の

必要性は低いとの回答をいただいております。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

 

質疑 

 

７番 

（ 山 忠君） 

 わかりましたが、確かにイオンモールの入り口の信号も近くに

あります。しかし、先ほどから答弁をいただきましたが、木内々

小学校の子供たちもあの交差点を通ります。手信号でありますか

ら、それはそれとしてよろしいのですが、車による事故が今まで

発生していないということですが、予言としては近いうちに何か

起こりそうな予言がするもので、どうかそれらを加味して、起き

てからでないとやらないんだと、そういうことではなくて、今の

うちにその国道を管理する管理者、そして信号機管理者に再度ア

プローチをして、現状をよく見ていただいて検討していただくよ

うにお願いをしたいと思いますが、いかがですか。そういう議員

がいたということで、再度見ていただけませんか。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長  予言ということでありますが、現在のところは、先ほど答弁し
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 （三村正太郎君） たとおりで、そう事故はないんですけれども、確かに私もあそこ

をやると交通渋滞云々というか、なかなか信号が変わらなかった

り、信号あるんですけれども、これらについても警察当局、県公

安委員会当局との判断が、なかなか私どものほうの思いとちょっ

とすり合わせしなければならないところがありますが、そういっ

た議員の切なる強い要望があったということは、再度会ったとき

には、こういう意見がありましたということは申し上げ、どうい

うものなのでしょうかということで分析を、警察のほう、県公安

局のほうでどのようにするかわかりませんけれども、町としては

そちらのほうを尊重せざるを得ませんので、その点も踏まえてご

理解をいただきたいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

 

質疑 

 

７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。まずよろしくお願いします。 

 それでは、最後の質問事項になりますが、質問事項３として、

おいらせよさこいソーランの制作・普及促進と、おいらせ音頭に

ついてであります。 

 質問の要旨（１）として、制作の計画の進行状況と完成時期を

教えていただけますか。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

 

答弁 

 

町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 おいらせよさこいソーランは、さらなる町民の一体化と町の活

性化を目指し制作しております。 

 町民になじみのある、おいらせ音頭の歌詞を使い、エネルギッ

シュな曲に編曲し、力強い振りつけをつけることといたしており

ます。現在は、編曲作業が終わり、振りつけ作業を行っていると

ころであり、完成時期は９月末を予定いたしております。 

 なお、その後、１１月 1日に実施予定の町誕生１０周年記念式

典のアトラクションでお披露目をする計画としておりますこと

を申し添えさせていただきます。 

 以上です。 
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 馬場議長 

 

 ７番。 

 

質疑 

 

７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。１１月１日の式典での披露ということですが、

当初の計画では、私が把握している範囲ではお祭り時期に間に合

う予定ではなかったでしょうか。その計画の私の考えとしてのず

れに伴って、予算に変化が生じませんか。あと、現予算４１９万

円の使用内訳を教えていただけませんか。 

 

 馬場議長 

 

 企画財政課長。 

答弁 

 

企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えします。 

 先ほど町長が答弁したとおり、当初の計画においても初披露は

１１月１日の町誕生１０周年記念式典であります。現在のとこ

ろ、予算においても４１８万６，０００円で変更はありません。 

 なお、予算の内訳は、編曲料７７万円、振りつけ料２３万７，

０００円、衣装・物品購入費１８７万６３２円、普及用ＣＤ・Ｄ

ＶＤ制作費１２８万１，２１１円となっております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

 

質疑 

 

７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。予算をオーバーしていないようであれば、それ

はそれでよろしいのではないでしょうか。 

 ところで、再質問ですが、この衣装はこれは統一のものを準備

するというふうなことでしょうか。また、この衣装購入に対する

何らかの助成はないでしょうか。 

 

 馬場議長 

 

 企画財政課長。 

答弁 

 

企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 衣装につきましては、１種類でフリーサイズ１００着をつく

り、１０周年記念式典でのお披露目あるいは来年度以降の祭り等

で踊っていただける団体への貸し出しを考えております。 

 助成については、現在のところ予定はありません。 

 以上であります。 
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 馬場議長 

 

 ７番。 

 

質疑 

 

７番 

（ 山 忠君） 

 よさこいソーランのいいところは、それぞれの団体の衣装が違

うところもいいところではないかなと思うんですよね。流し踊り

であれば、それなりに浴衣が統一されていればそれで見ばえはい

いと思うんですけれども、ということを考えると、やはりそれぞ

れの団体では衣装が欲しくなるだろうと、そういうふうに考える

ことから、やはりこれはこのよさこいソーランを普及させていく

ためには、衣装に対する補助もしてあげるというふうなことも考

える必要があるのではなかろうかなと、そういうふうに考えま

す。 

 再質問になりますが、おいらせ音頭は文化協会を初め担当者皆

さんの努力で、今では町内小・中・高そして幼稚園でも取り組み、

それぞれの行事で大活躍であります。よさこいソーランもそのよ

うになってほしいと願うものであります。おいらせ町活性化の両

輪となってほしいと願うものであります。しかし、アブ蜂取らず、

二兎を追う者は一兎をも得ずのことわざがあります。町長発案の

よさこいソーランと伺いますが、すみ分けをどのようにいたしま

か。町長のお考えを再度お聞かせ願いたいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 

 

町長 

（三村正太郎君） 

 大変おいらせ音頭は大分浸透してきて、町を盛り上げていただ

いておりますし、町民の心の中にも大変いい音頭だなということ

が浸透しております。これはこれで、普及促進に力を継続してま

いりたいというふうに思います。 

 と同時に、よさこいソーランでありますが、これまた若い人た

ち、子供たち、大変また別な分野での人気が高うございます。前

にも申し上げたんですが、音楽でいえばジャズの部類も演歌もあ

ればポップスもある、いろいろなのがあると同じで、これらのほ

うの踊り、ソーランというのは非常に若い人たちに人気があると

いうこと、子供から大人まで人気があります。しかも、物すごい

迫力がありますから、先ほど申し上げていただいた衣装なんか変

わると、同じのをやっても踊る人たちによっては迫力がまた違
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う、味が違う。そういったことで、おいらせ町にとっては最高の

ものができ上がるだろうし、これから普及していかなければなら

ないと思いますので、二兎を追う者は一兎をも得ずと、それはも

う全く、そのジャンルは広いですから、まだまだ本当はもっとい

ろいろなのがあれば、踊りがあるとするならば、またあってもい

いのではないでしょうか。民間から起こした振りつけしたもので

あれば、別な視点での踊りが、おいらせ町のがあってもいいと思

います。たくさんあっていいんですよ。たくさんの人がいろいろ

なのになじんで、そしておいらせ町を元気にしていただくという

ことにおきましては、二兎を追う者は二兎を得ます。三兎あった

ら三兎みんな一生懸命それぞれの好みのスタイルの人たちがい

ますので、あわせて普及してまいりたいというふうに思っており

ます。 

 以上です。 

 

 馬場議長 

 

 ７番。 

 

質疑 

 

７番 

（ 山 忠君） 

 おいらせ音頭を一生懸命やっている人にとっては、町長のよさ

こいソーランに対する思い入れが余りにも強くて、そっちのほう

に傾いていくのではないか、そういう考えを持っている方もおり

ますので、どうぞ両方とも普及できるようにしっかりやっていた

だきたいと、そういうふうに思うものであります。 

 ちょっと時間が残りましたけれども、もう何も質問するものが

ない。ということで、とにかくよろしくお願いします。ご答弁ま

ことにありがとうございました。終わります。 

 

 馬場議長  これで７番、 山 忠議員の一般質問を終わります。 

 １１時ちょうどまで休憩いたします。 

  （休憩 午前１０時４９分） 

 馬場議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  （再開 午前１１時００分） 

 馬場議長  引き続き一般質問を行います。 

 ２席、１４番、松林義光議員の一般質問を許します。１４番。 

 

質疑 １４番  若干前段お許し願いたいと思います。 
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（松林義光君）  先ほど、 山議員からもお話がありましたけれども、きのう行

われました県民駅伝競走大会、選手の頑張りによりまして、見事

町の部第３位、総合でも第７位というすばらしき成績を残しまし

た。選手を初め、スタッフの監督さん初め皆様に厚く敬意を表し

たいと思います。加えて、自慢話になるかもしれませんけれども、

４区を走りました    君、そして最終ランナー８区を走りま

した    君、そして昨年夏に行われました甲子園の野球大

会、三沢商業の     君、私の菜の花保育園の卒園児であり

ます。本当にうれしく誇りに思っております。この子たちが、将

来我が町のスポーツ熱を高めてもらえればなと、こう思っており

ます。きょうもまだ、澤上 訓議員が多目的ドームについての進

捗状況について一般質問を通告しております。多目的施設が早く

完成することを願いつつ、一般質問に入りたいと思います。 

 一問一答方式でお願いいたします。 

 まず、最初に町長選挙の公約であります。 

 公約である北部地区の下水道整備事業、このことにつきまして

は、さきにもこの場において一般質問を町長と論戦しておりま

す。町長選挙の公約は、北部地区の下水道を前進させますと、こ

れが公約であります。しかしながら、残念なことに町長の答弁は

調査・研究、大きく後退をしております。 

 そこで、町長の任期もあと２年半であります。この任期中に公

約しております「北部地区の下水道を前進させます」であります

ので、任期中に着手するのかどうかお伺いいたします。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 ２席、１４番、松林義光議員のご質問にお答えいたします。 

 北部地区の下水道整備については、政策公約の一つとして、現

在、北部地区下水道事業の調査・研究を進めているところであり

ますが、その整備の方向性を検討中であり、任期中の事業着手の

可否については、答弁できる状況ではないことをご理解いただき

たいと思います。 

 まず、現在の進捗状況は、今年度、県の汚水処理構想の見直し

が行われるため、町もこれに対応した町の汚水処理施設整備構想

の策定を進めておりますが、この中で、新たな整備手法も含め再
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検討を行っておりますので、今年度中には一定の整備の方向性を

示せるものと思っております。 

 既にご承知のことと思いますが、整備には多額の費用がかかる

ことと、その後の維持管理費用も含めた上で調査・研究をする必

要がございます。町民の負担と町財政の負担の観点から慎重に検

討しなければならない事案でありますので、時間を要することを

ご理解いただきたいと思います。 

 なお、整備の一定の方向性がまとまった時点で、議員の皆様に

説明をし、ご意見を伺ってまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 前回と全く同じ答弁であります。むなしい気持ちでいっぱいで

ございます。前回、町長は北部地区の下水道は家庭のものだけで

はないと、企業が進出する際にどうしても必要不可欠な下水道整

備であるよと、ですから進めなければならないと、このようにも

お話をしております。 

 加えて、先般ある結婚式で、古間木山の会社を経営している方

と同席をいたしました。私が成田 隆後援会長であることは十分

に承知の上でお話をしております。町長選挙が行われましたと、

私は三村正太郎さんを応援していましたとはっきりと言ってお

ります。なぜかというと、三村正太郎さんは北部地区の下水道整

備を進めますよと、こうはっきりおっしゃいましたという話であ

ります。うそかどうかわかりません、私はその方から聞いて、今

ここでお話をしております。そして、加えて前進させますと、要

するに北部地区の方々は町長のこのマニフェストを皆さん見て

いると思いますよ。４年間で、今いろいろ言っております、調査

を今していると、いろいろ言っていますけれども、今の話を聞い

ていると、任期中にはできるようなお話ではないと私は思いま

す。だけれども、北部地区の方々は４年間のうちでアクションを

起こすと、このように思っていると思います。 

 もう１回お伺いいたします。結論から言って、あと２年半のう

ちに下水道整備は着手しない、このようなお答えですか。 
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 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 前の下水道についての答弁は、松林議員おっしゃったとおりだ

と思います。下水道は、企業、家庭、今文化生活を送る上には不

可欠のものでありますので、先ほど申し上げたように、整備する

ということになれば何百億円という世界の下水道であります。こ

ちらのほうから、馬淵川下水道のほうから管を引っ張っていく

と、いつになるかわからない。ですから、農業集落排水のほうで

今やっていますけれども、これも満杯状態であります。では、新

たに増設を農業集落排水をやったらどうかという意見もありま

す。その経費も、今調べているところであります。また、別な手

法もありますといいますか、今検討している最中でありますが、

その対比をして、いかに低コストで下水道事業を進めるかという

最初の設計の段階が大事で、検討の段階が大事で、過程が大事に

なりますので、着手ということはまだ少し時間が、任期中にでき

るかどうかというのは、先ほど答弁したように可否は難しいとい

うふうなことを申し上げておきたいと思いますけれども、着工ま

ではいかないまでにしても、やはり設計図、どういう方向でいっ

たほうが将来にベターなのかという方向性はきちんと出せると

いうふうに思っております。 

 できれば、金さえ潤沢にあれば、即農業集落排水であろうとも

増築をして、処理能力の倍以上のものを別なところで設定してや

る方法もあるでしょう。あるいは、いろいろな方法も、今考えて

いると申し上げましたけれども、協力関係の広域での対応もあり

得るでしょう。いろいろなことを今模索しながら調査研究して、

それができ上がった時点で、設計図が、青写真ができ上がった時

点で皆さん方にご提示して審議をしていただいて、よし、これで

行こうということ、どちらにするかということまでも提示できる

ものと私は思っておりますので、今が大事なところですので、す

ぐ着工とか任期中に着工ということではなくて、私のときは方向

性の道筋をきちんとつけるというところまでは確実に持ってい

きたいというふうに、これは持っていきたいと思っておりますの

で、その点はご理解をいただきたいと思います。 

 何回も申し上げますが、すぐ着工というのは、財政難の、財政

絡みでもなかなか厳しいところがありますので、その前段である
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ことをご理解いただきたいと思います。 

 

 馬場議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 何回聞いても同じ答弁の繰り返しでしょう。空手形。前にも話

されましたけれども、私はそう思いたくはありません。三村正太

郎町長、有言実行の町長でありますので、私は公約した施策は着

実に進めていくと、こう思っております。 

 町長、今１５０億円とか、これかかるんですよ、金。三村町長

は、きのう、きょうに町長になった方ではないんですよ。もう何

十年町長をやっているんですか。それが、ここに来てお金がかか

る、潤沢ではない、当たり前の話ですよ。それも百も承知で、町

長は北部地区に下水道整備をしますよと、このように皆さんに毎

戸にこれを配布しているんです。期待しているんですよ。でも、

恐らく早急には無理でしょう。この話、幾らしても同じですから、

時間がかかってもとにかく進めてもらうことを期待したいと思

います。 

 次に、住吉町から三沢市立病院を最短でつなぐ北部地区緊急搬

送道路整備は、これは前にも 山議員がこの場において一般質問

をしておりますが、私は具体的な回答はなかったと思っておりま

すが、その後進捗があるのかどうかお伺いいたします。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたしたいと思います。 

 北部地区緊急搬送道路整備については、古間木山地区から三沢

市立三沢病院までを結ぶ、緊急搬送道路が必要との考えのもと、

政策公約の一つとして掲げております。 

 本道路整備計画を進めるためには、三沢市側の整備も必要不可

欠であることから、三沢市と連携し、事業を進めていく必要があ

ります。 

 昨年度は、三沢市及び防衛省と情報交換を行い、同地区での整

備計画と補助事業の採択要件を確認し、２市町において共同で事

業化に向けた取り組みを進めることとしました。 

 本年度は、基本計画案を策定するため、三沢市と協議をしなが
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ら、計画ルートの選定と今後のスケジュールの調整を進めていく

予定といたしております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 三沢市と一応協議しながら、この緊急搬送道路を整備しなけれ

ばならないと、こういうふうな話であります。町長、先ほど来、

北部地区の下水道は１５０億円とか、それから町民のほうから上

がっているニーズ、道路整備、これも全部やろうとすれば１５０

億円以上かかるそうであります。また後で質問しますけれども、

町立百石病院ですか、建てかえするのか、移転するのかわかりま

せんけれども、これにも金が相当かかる。金が潤沢であれば私は

何も言いませんけれども、この住吉町から三沢市立病院を最短で

つなぐ緊急搬送道路整備、どのくらいの予算を必要とするのか。

これは本当に優先施策で必要とする道路ですか。私も、金がいっ

ぱいあれば進めてもらいたい。だけれども、あれもやらなければ

ならない、これもやらなければならないという中で、本当にこの

道路は必要であると、こう思っていますか。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 細かいのは担当課長のほうから答弁させていただきますが、ま

ずこの緊急搬送道路、三沢市立病院につなぐ道路で、必要ですよ、

絶対必要ですよ。これは、私の時点では基本設計とか線引きをし

ますけれども、あとは用地買収とか等々、それから三沢市とのあ

の道路、橋がかかってバイパスが来ているところ、大きい道路あ

りますでしょう。あれらに三沢のほうとの関係が、絡みがありま

すので、並行して進めていきます。これは、おいらせ町の発展に

とって大変な大きなインパクトであります。ですから、これは時

間はかかります、１０年スパンになるかもしれません。いや、５

年スパンかもしれません。そのときの防衛省との絡み、それから

三沢市との関係等々の協力関係、共同事業になろうかと思ってお

りますので、そうするとあれから１０分かなんぼで三沢市立病院

に緊急搬送、あそこの北部地区の万が一の病気になった場合でも
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救急車が届くわけでありますので、これは前から、有識者の方々

も気がついて、やはりあそこ、そうやったほうが、もう、おいら

せ町にとっては最高のものになりますよと、発展の鍵になります

よということを聞いております。と同時に、私も同じ考えであり

ます。ですから、ここの道路につきましては前へ、それこそ有言

実行、前進というのは着工とは違いますよ、前に進めるというこ

とですからね、前に進めてまいりたいというふうに思って、これ

はもう絶対進めてまいります。 

 以上です。 

 

 馬場議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 こちらの路線のほうですが、おいらせ町分として約３００メー

トルほどの工事区間になると思いますが、この工事区間だけを考

えますと、工事費につきましては６，０００万円から８，０００

万円程度のもので工事はできるものと考えますが、これに付随し

ましてサンワドーの通りの右折レーンとか、そういうものも必要

になるかと思いますので、そういったものを含め、あと用地補償

費等も含めますと、総合的には１０億円近い事業費というふうに

なるものと、今現時点では考えております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 ６，０００万円から８，０００万円、１０億円とか今話が地域

整備課長から出ていますけれども、これは、今先ほど防衛省の話

を町長がしました。これはどのくらいの町の財源、概算で結構で

す、町の概算の持ち出しはどのくらいになるのですか。 

 

 馬場議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 こちらのほうの事業につきましては、１０分の７ということ

で、補助率のほうが防衛省の補助事業のほうで決まっております

ので、１０分の７の補助金についてはいただけるものというふう

に考えております。 
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 馬場議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 この緊急搬送道路、町長の並々ならぬ決意なようであります。

私も、あの地区の方々からいろいろ懇談をしておりますが、町長

と考えが若干違う方もございます。私も、住吉町から三沢市民病

院、そんなに効果があるのかなと。こう言いますと、地区に帰り

ますと多分怒られるでしょう。怒られるんでしょうけれども、や

っぱり生きた金を使うために必要なのかどうか私は疑問であり

ますけれども、町長はやるということですから、多分実行される

と思います。期待をしたいと思います。 

 次に移りたいと思います。この北部地区小中学校の主要通学路

の整備を積極的に推進するとの公約ですが、整備場所はどこで、

工事にもう既に着手しているのか。また、県道の歩道整備も要望

するとのことですが、場所はどこなのかお伺いしたいと思いま

す。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 全国的に通学途中での事故が起きていることから、児童の安全

を守るためにも何らかの対応策が必要であると考え、小中学校の

主要通学路の整備強化、また北部地区県道の歩道整備の推進を政

策の一つとして掲げております。 

 昨年度は、通学路交通安全対策検討調査を実施し、町内の学区

ごとの通学路として利用している幹線的な町道等、全域で７８路

線、８１．１キロメートル、そのうち木ノ下中学校学区で３０路

線、２５．１キロメートルについて対策を検討しております。今

年度は、歩道整備検討路線について、学校、警察、道路管理者を

含め、整備路線や整備方法を協議し、交通安全プログラムを策定

し、来年度から予算に応じ工事等を進めていきたいと考えていま

す。 

 しかしながら、現在の町の状況では、全ての通学路に歩道を整

備するような対策は、財政面から考えても非常に困難な状況であ

りますので、主にソフト対策として、見守り・交通安全教育、ハ
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ード対策として、注意喚起看板・カラー舗装・外側線による対応

をしていくことになります。 

 北部地区県道の歩道整備の要望箇所については、従来から整備

要望のある県道八戸・野辺地線の歩道未整備区間として、北部出

張所付近と町道木ノ下・二川目線から十和田おいらせ農協野菜セ

ンター付近までの２カ所と、狭隘箇所の拡幅区間として、気比神

社付近の町道第２木ノ下・二川目幹線から町道木ノ下・二川目線

までの合計３カ所を要望しております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 何と質問していいのか、ちょっととまどっていますけれども、

これ町長、先ほどは前進は着工するということではないと言いま

したけれども、今度は積極的に、小中学校の主要通学路の歩道整

備を積極的に推進しますとマニフェストで明らかにしているん

です。でも、今の話を聞いていると、まだ着手したわけでもない

し、今調査・研究とか、今盛んに協議している段階だと、１年半

たった現在もそのような答弁であります。そして、７８カ所です

か、北部は３６路線が対象になっていると、これを全部やるには

相当な年数がかかるというふうな話でありますけれども、まだ１

つも、１カ所も整備していないということですか。この１年半た

った現在も、どの通学路もどの歩道も１カ所も整備していないと

いうことですか。 

 それから、もう一つ、その北部県道の関係、北部出張所とか北

部公民館、気比神社から二川目線ですか、何かその歩道の整備を

お願いしていると、この見通しについてもお伺いいたします。 

 

 馬場議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 歩道整備の工事のほうの関係ですが、歩道整備として現在工事

している部分については、現時点ではありません。あと、県道の

歩道整備のほうの関係ですが、こちらのほうにつきましては、従

来用地買収等で困難なため、歩道整備の工事のほうが着手できな

かったというふうにも聞いておりますので、その辺につきまして
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は今後用地のほうの関係を含めまして、町内会やまた議員の皆様

ともご相談しながら、ご協力を得ながら用地のほうを了解した上

で今後整備のほうをまた県のほうにはお願いしたいというふう

に考えております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 すばらしくマニフェストを掲げておりますけれども、下水道を

初めこの通学路も全然整備が進んでいないという状況でありま

す。教育長、あの町長のマニフェストを見ていると思います。見

ていますよね。通学路の整備は大事であります。例えば、古間木

山１号線、若葉町町内ですけれども、全く歩道はございません、

車道を歩いています。そういうふうな状況は、教育長も知ってい

ると思います。町長にどのようなお願いを、話をしているんです

か、通学路の整備について。お伺いいたします。 

 

 馬場議長  教育長。 

 

答弁 教育長 

（福津康隆君） 

 ４月に、今総合教育会議というのを設立して会議を持って、町

長の公約を含めていろいろその場で話し合いを持つ機会をとっ

ております。今後、その場においてでも、会議の中でも、今の通

学路については教育委員会としてお願いしていくつもりでござ

います。今のところ、その答弁で終わらせていただきます。 

 以上です。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 私からも、歩道について答弁をしたいと思いますが、この公約

の中に、私はそれこそ小中学校の主要通学路の歩道整備を積極的

に推進する、積極的というのは優先順位は高いんだということ

で、やる意気込みのことはご理解をいただきたいと思います。財

源との相談もありますけれども、現時点では国道３３８号線のそ

れこそ自歩道、三沢に向けて進めているような状況であります。

もう来年度は恐らく工事着手、時間がかかるんですね。それから、
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先ほどまだ下田小学校のときも継続して歩道を整備して、子供た

ちの安全を確保するというのを継続して進めているという、全然

やっていないということではありませんが、それこそ町単独での

やらなければならない危険箇所とかというのは、これは今、先ほ

ど答弁したように、交通安全プログラムというのを作成して、全

体が見えるように、木を見て森を見ないようではなくて、森も見

るけれども木も見るというふうな状態でいきたいというふうに

やっておりますので、その積極的ということは、やる気、順位は

高いんだと、子供たちのために、そういうことに積極的にやるん

だということのこの推進しということを掲げておりますので、こ

れはもうやれるところはきちんとプログラムを策定して、来年度

あたりは着工できる部分が出てくるかと思いますけれども、財政

と相談をしながら着実に進めていきたいと思います。前町長をや

った方でありますから、よく財政的なもののバランスも考えなが

らということはご理解いただけるだろうと思います。 

 

 馬場議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 １０カ月町長をやりました。合併のための町長でありますので

ご了解願いたいと思います。 

 今町長が、積極的にやりますと言っております。だけれども、

３６路線ある中で１本もやっていませんよ、１本も、北部地区。

私、毎日歩いています。１本もやっていません、言葉だけですよ。

だめですよ、それだったら。やはり、三村正太郎町長は有言実行

でしょう。１本か２本やるべきですよ、掲げた以上は。 

 それで、教育長、例えば古間木山１号線、歩道がないんですよ。

そして、木ノ下・三沢線、北川道路と言っていますけれども、あ

の道路、緑ヶ丘町内会で除雪やっていますよ、地域住民の方々が

朝早くから起きて、機械で。わざわざそこまで来るんです。メイ

ン道路まで来て、そして小学校まで歩いて通学しているんです。

なぜですかと言ったら、ちゃんと歩道が除雪されていますので、

こちらのほうが安全だと。親心ですよ。そういうことも考えて、

やはり教育委員会のほうでも積極的にやるべきですよ。町長に具

申すべきです。言葉だけでなかなかやらないんですよ。そういう

こともお願いをしたいと思います。 
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 次に、下田第５分団の移設と合わせて、丁字路の改良を県と協

力して実施するとのことですが、進んでいるのか。また、これ不

思議なんですけれども、下田第５分団旧屯所、３月３０日に落成

式が行われました。その後、なぜ解体されないのかお伺いいたし

ます。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 まず、下田第５分団旧屯所のある、町道木ノ下・二川目線の交

差点改良についてでありますが、現在の県道への変則交差を、車

が出やすいような丁字路に交差点改良を進めていきたいと考え

ております。 

 今年度は、交差点の計画図を作成した上で、県道の管理者であ

る県、また警察と交差点協議を進め、来年度以降、現地測量と実

施設計を行い、工事を進めていく予定であります。 

 次に、下田第５分団旧屯所の解体についてでありますが、今月

末に建物の解体工事入札を行うことで事務手続を進めておりま

す。 

 防火水槽の解体工事については、新年度予算で対応してまいり

たいと考えております。これは、防火水槽上に建物があり解体費

用の積算に支障があることと、解体後の埋め戻しを直営で実施し

工事費の削減を図りたく、分離して解体工事を行うものでありま

す。なお、建物の解体工期は１１月３０日までとしております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 これは変則の交差で、これは消防第５分団からも前々から早く

改良してほしいというふうな要望があったと思います。今早目に

実施設計をつくってというふうな話もあります。もうこれ言わな

くても、町長も副町長ももうわかっていますよね、道路の構造は。

もう見通しが悪い、なかなか県道八戸・野辺地線に出られないん

ですよ。そして、この前はお盆がありました。もう道路に車があ

ふれていますよ。私は、できればお盆前に、どうせ解体するんで
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しょう、今話、前は何か広報を見ますと６月か７月に解体します

よとお話ししております。今１１月末までに解体しますよという

話です。交通の便を考えてみれば、一日も早くやはり解体をすべ

きですよ。だって、見通しが悪いんですよ、なかなか道路に出ら

れませんから。早くあの解体をすることを、それから改良工事も

早くできるように県に要望してもらうことを要望しておきたい

と思います。 

 次に、これ初めて私、町長選挙のマニフェストで見ました。八

戸駅西口に直結する道路整備の調査・研究ですが、その概要を知

りたいと思います。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 八戸駅西口に直結する道路整備の調査・研究につきましては、

町南部地域の、国道４５号有楽町地区跨線橋交差点改良や町道木

内々・本町線の木内々踏切の渋滞解消、奥入瀬川にかかっている

３橋の長寿命化やかけかえなどとあわせて、南部地域全体の交通

体系を検討していく必要があります。 

 今年度は、八戸駅西口に直結する道路整備の調査研究とあわせ

て、南部地域全体の交通体系構想、奥入瀬川にかかる３橋のあり

方を検討し、一定の方向性がまとまった時点で議員の皆様に説明

し、ご意見を伺ってまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 その時点で、またいろいろお聞きしたいと思いますが、これは

やっぱり町の持ち出しが当然出てくると、このような事業です

か。それだけ聞いておきたいと思います。 

 

 馬場議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 こちらのほうの道路につきましては、広域的な観点ということ

で八戸市、おいらせ町、また十和田市、三沢市というふうな形で
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考えておりますので、できれば県道から国道というようなルート

で結ぶという考えのもとに、まず県の事業で何とかお願いしてい

きたいというふうに現時点では考えております。 

 以上です。 

 

 馬場議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 わかりました。 

 では、次に進みたいと思います。 

 おいらせ病院の将来の建てかえに備えた調査・研究に着手する

とのことですが、現在地に建てかえなのか、移転する考えなのか

お伺いいたします。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 おいらせ病院の将来の建てかえに備えた調査・研究の着手につ

いては、今のところ、内部の政策実現に向けた取り組みとしては、

１つとして病床機能、２つとして病院の規模、３つとして建設費、

４つとして再生可能エネルギー設備、そして５つとして建設候補

地の５項目について検討を加え、基本的な方向性を見出すことと

いたしております。 

 この調査研究に当たっては、事前調査として当院の病院運営審

議会と事務局で、昨年６月１日に移転新築しました南部町医療セ

ンターの視察研修を実施し、今後の検討材料としたところであり

ますが、病院の建てかえに当たっては、交通の利便性や駐車スペ

ース、津波等の災害時の対応を考慮しなければなりません。 

 現段階では、現在地、あるいは移転につきましては今後検討し

ていくこととなります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 おいらせ病院の運営審議会の方々とも、いろいろ協議をしてい

るというふうな話であります。病床の機能とか再生エネルギー、
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何か５項目掲げたようですけれども、現在の病院、駐車場が余り

にも狭い、そして勾配があり過ぎると私は思っております。病院

としてはいい環境の中にはないなと、こう思っている一人であり

ます。多分、入院患者も通院患者も知っていると思いますけれど

も、今町長は、将来現在地に建てかえるのか、それとも移転する

のか、両方考えられるというふうお話であります。前に質問した

ときは、もう移転はほとんど考えなかったんですよ、町長の答弁

は。きょうは若干前向きな答弁だなと思っております。 

 私は、前々から病院を核としてまちづくりを行うべきである

と、こう思っております。要するに、今の場所から移転をしてま

ちづくりを進めるべきであると、こう思っておりますので、その

町長の私の考えに対してもう一度お答え願えればありがたいな

と思っております。 

 それから、病院の事務長からは、最近は入院患者、通院患者、

ふえているのか、減っているのか、その動向をお聞きしたいと思

います。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 

 

町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをしたいと思います。 

 病院は、まちづくりにとってはなくてはならない施設でござい

ます。おいらせ町民の命のとりででございますので、これはもう

なくすわけにはいきません。これが一つ。 

 それから、現在の病院の位置は、過去からの伝統ある地域でな

っておりまして、なかなか移築、移転というのは難しい部分があ

って、きておりますけれども、確かにそれでも病院経営はまあま

あしている。あの病床数であのレベルの規模で黒字になるという

のは不思議だなと言う先生方がたくさんいらっしゃるんですけ

れども、幸いにして、やはり長年やってきた経緯もあるだろうし、

おいらせ病院というのが根づいているなというふうに思ってお

ります。 

 さて、この場所がいいところかといえば、認識は同じでありま

す。ですから、将来的な考えの方向としては、現時点では今これ

から病院審議会の方々、それから調査研究しておられる方々のご

意見等も出てくるだろうと思いますが、私個人としては、あそこ
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の場所というのは時代の中からいったら少し駐車場は狭過ぎま

すよね。津波も来る関係もありますから、いろいろなことを考え

ると、発展的に考えるなら、私個人としてはやはりもっと広い場

所がいいのではないかということは持っておりますけれども、こ

れはあくまでも私の個人的な現段階の意見であります。広く議論

されてまいると思いますので、その時期が来たら皆さん方にお諮

りをしたいというふうに思っております。いずれにいたしまして

も、おいらせ病院はなくすわけにはいきませんので、その点でま

いりたいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 病院事務長。 

答弁 

 

病院事務長 

（山崎悠治君） 

 それでは、ただいまのご質問にお答えいたします。 

 患者数の動向でありますけれども、これはまた決算でも出てき

ますが、平成２６年度と２５年度を比較した場合に、入院患者は

１万８，５５７人で、２５年度に比較いたしますと４５１人の減、

外来患者は３万７，１５１人で、１，０４９人の減となっており

ます。 

 それから、今年度２７年度の７月までの状況でありますけれど

も、こちらのほうは７月まで入院患者が６，８６３人で、２６年

度の同期に比べますと７２７人の増、外来に関しましては１万

１，６７３人で、こちらも昨年同期と比較いたしますと９３２人

の減となっております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

 

質疑 

 

１４番 

（松林義光君） 

 町長も、今の病院の建てかえについては個人的にはいろいろ考

えているようでございますので、これからも尽力をしてもらいた

いと、こう思っております。 

 次に進みたいと思います。 

 農業用車両道路整備について。 

 木ノ下児童館の南側、橘 勲さん宅の東側、松林 勲さん宅の

東側、一里塚の東側を農業用車両道路として整備する考えはない

のかお伺いいたします。 
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 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 

 

町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 ご質問の町道木ノ下・鶉久保線の木ノ下児童館から町道木ノ

下・二川目線の一里塚公園までの区間の延長は約１，３６０メー

トルとなりますが、その中には町道が約１，０１０メートル、う

ち舗装済みが９２０メートル、私道が木ノ下児童館側に約１００

メートル、道路の形態がない区間が約２５０メートルとなってお

ります。 

 農業用車両の道路整備の要望ですが、生活道路の整備に対する

要望・苦情は数多く、毎年それらを反映し、策定している生活関

連道整備基本計画の概算事業費が約１４８億円にも上ることか

ら、農家の方々が不便を感じていることは理解しておりますが、

生活基盤の整備を優先しなければならない状況であることをご

理解いただきたいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

 

質疑 

 

１４番 

（松林義光君） 

 前向きな答弁ではないようですけれども、この県道八戸・野辺

地線、きのうも私がしょっちゅうあの屯所のあたりに行って交通

量を見ました。とにかく交通量が多いんですよ。あの中を農業の

トラクターが通りますと、車が渋滞します。交差するためにもか

なりの時間を要しますよ。 

 今２００何メートルですか、あそこ一部を買収して、高くない

と思いますよ、一里塚の東側ですね、まあ、これ、農林課長があ

の地区にすぐそばにいますから、一番詳しいと思いますけれど

も、そんなに金かからないんですよ。そして、農業のトラクター

が、もう児童館の前からあれを通ると、ほとんど県道八戸・野辺

地線を利用しなくてもいいんです。金はほとんどかからない。買

収費はなんぼかかるかわかりませんけれども、そんなにかかりま

せんよ。私は、これは町長は明快にやりますよという答弁が来る

ものと、そう思って次の質問を考えていませんでしたけれども、

これ農林課長から聞いて、少し考えてくださいよ。実情は一番知

っていますから。私は、無理難題な質問をしていると思いません。
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そんなに金かかりませんよ。もう一度農林課長と相談して考えて

ください。考える気はありますか、お願いします。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 

 

町長 

（三村正太郎君） 

 説明は受けていました。大分渋滞が緩和されるという、これは

わかっていましたので、もう一度検討して、そう金はかからない

部分でやれるとなれば、利便性が向上して農家の方々も一般交通

の方々も渋滞が解消されるとなれば、これは価値あるものだと思

いますので、再検討を要すると思いますので、ちょっと検討して

みます。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

 

質疑 

 

１４番 

（松林義光君） 

 再検討をお願いいたします。 

 それでは、３番目の期日前投票所増設について、選挙管理委員

会委員長からお伺いしたいと思います。 

 このことは、前回の議会でも 山議員が一般質問しておりま

す。大体の今後の計画は聞いております。年内中に期日前投票所

をふやすような答弁であったと思います。私は、さらに明確に投

票率をアップさせるために、分庁舎、北部公民館に期日前投票所

を増設すべきであると考えていますけれども、選管の委員長さん

いかがですか。 

 

 馬場議長 

 

 選挙管理委員長。 

答弁 

 

選挙管理委員長 

（相坂一男君） 

 お答えいたします。 

 ６月定例会で 山議員の一般質問にも答弁いたしましたよう

に、期日前投票所の増設につきましては年内までに検討すること

とし、現在協議中でございます。 

 ７月、８月の選挙管理委員会では、合併後の町の選挙の投票率

の推移や期日前投票所の増設のメリット、デメリット、また増設

に伴う費用、さらには秋田市や男鹿市の期日前投票の状況等の説

明を受けて協議をしておりますが、まだ結論に至っていないた

め、今後引き続き協議することとしております。 
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 以上でございます。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

 

質疑 

 

１４番 

（松林義光君） 

 総務課長からお伺いいたします。 

 これは、期日前投票所は告知期間いっぱいやらなくてもいいで

すよ。時間も短縮されますよね。むつのマエダスーパーですか、

あの新聞を見ておりますと、期間も縮小され、時間も縮小されて

おります。多分それは可能でしょう。それが１点と、例えば県知

事選挙、先般行われました。この県知事選挙が行われた際、期日

前投票所を分庁舎、北部公民館にふやした場合、その経費は県か

ら算入されますか、お伺いいたします。 

 

 馬場議長 

 

 選挙管理委員会事務局長。 

答弁 

 

選挙管理委員会事

務局長 

（田中富栄君） 

 それでは、お答えをいたします。 

 県知事選挙等で期日前投票所をふやした場合の経費について

は、それは県からの委託でありますので、委託金として入ってき

ます。例えば、２カ所にふやせば、それぞれの人件費等もかかり

ますし、それにかかる経費等もありますので、それは委託金とし

て入ってきます。 

 それから、期日前投票所の時間等については、１カ所について

は本庁舎で規定された時間で行いますので、それ以外のところに

ついては議員おっしゃるとおり、時間等については短縮すること

は可能であります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

 

質疑 

 

１４番 

（松林義光君） 

 先般、三沢の市長選挙が行われました。ある事務所に顔を出し

ましたら、病院の先生方の話を聞いておりますと、期日前投票所

に行きやすいと、地元にある投票所は行きにくいというふうな話

をさかんにしておりました。ほとんどが期日前投票を済ませてい

ますよと、雰囲気がいいと、簡単だという話であります。 

 選管の委員長も先ほど話しておりましたけれども、秋田の男鹿
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市ですか、秋田市ですか、多分やる前提で視察していると思いま

す。木村主任主査のコメントも載っておりました。期日前投票所

の増設、現実のものとして考えなければならないというコメント

が載っておりました。選管の委員長、どうですか、経費は期間い

っぱいやらなくても、もし経費がかかるとすれば期間を詰めても

いいし、時間も例えば１０時から５時とかできるようでございま

すので、そういうふうな方法もありますので、選管の委員長、も

う一度この私が主張している分庁舎、北部公民館等々に期日前投

票所を増設しますというふうな考えになりませんか。 

 

 馬場議長 

 

 選挙管理委員長。 

答弁 

 

選挙管理委員長 

（相坂一男君） 

 ご説明いたします。 

 ただいまの件につきましては、今私どもの、多々そこの時間的

な面は短くもできるんですが、それに同じく人員あるいは、例え

ば商業施設であればオンラインする経費とかそういうのがかか

りますので、議員が今おっしゃるとおり、分庁舎と北部のほうに

はそういうオンラインシステムがありますから、あとは人件費関

係なんです。その人の問題、そういうところを今どういうふうに

しているのか、他市町村のほうともよく聞きながら勉強中でござ

いますので、また後ほどご答弁したいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 １４番。 

 

質疑 

 

１４番 

（松林義光君） 

 いろいろと答弁ありがとうございました。時間前に終わるのが

私のモットーでございますので、これで終わりたいと思います。

ありがとうございます。 

 

 馬場議長  これで１４番、松林義光議員の一般質問を終わります。 

 お昼のため、午後１時３０分まで休憩します。 

  （休憩 午前１１時５６分） 

 馬場議長  少し早いですが全員そろいましたので、休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

  （再開 午後 １時２８分） 

 馬場議長  引き続き一般質問を行います。 
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 ３席、１１番、西館芳信議員の一般質問を許します。１１番。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 第３席、１１番、西館芳信です。 

 質問の前に、先般の全員協議会、私の一部案件の非公開を求め

たことで、２紙商業紙の報道がございました。１紙はおおむねそ

のまま伝えてくれているなというふうな思いはしましたが、１紙

のほうは、あの論調にはちょっと驚かされました。いずれにしま

しても、我がおいらせ町議会、常にオープンな議会をということ

で、議長以下皆さん苦労なさっているときに、私の動向でもって

一時それと逆行するかのような印象を町民の方に持たれたのは

申しわけないなというふうなことで思っております。 

 きょうの私の質問でございますが、１点だけにしました。避難

タワー建設計画変更の経緯についてということで、私は先般副町

長を辞職したとき、これで私もそろそろ引退かなというふうなこ

とで、西館芳信これで終わりかというふうな方々も多くいらした

と思います。しかしながら、まだ歳はとっているけれども、もう

少しまだ大丈夫だろうというふうな方で、頑張ってくださいとい

う人もおりましたし、そういう声を受けて、またこうしてここに

戻ってくることができました。そして、この問題をまず取り上げ

ることができるということは、そういうふうに励ましてくださっ

た方の思い、それから私の決断が間違っていなかったなというふ

うに思っているところでございますので、ひとつまたよろしくお

願いいたします。 

 さて、避難タワーの建設計画の変更でございますが、多くの町

民の方が待望していた津波避難タワーの建設でございましたけ

れども、私が議員でないうちに、どんどん何か状況が変わってい

ったと。そして、一昨年の６月の議会でしたか、この関連の議案

が通過する際に、結構いろいろありましたけれども、議員の方々

は恐らく町側が時間がない、国のいうことに従う、いろいろなそ

ね中でも特に時間がないということで、はっきりこれを理解しな

がら、どうして場所が移動するんだ、財政規模が縮小されるんだ

と、そういうふうなことを疑問を抱きながら、納得しないまま賛

成した議員が多かったというふうな印象を私は受けております。

あのタワーが成田町長時代に立案されたものとは、もう全く機能

的に劣り、場所的にも高齢者、身障者、子供に対し、避難の際は
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大きな負担を強いるものになりました。どうしてこのように信じ

られない事態となったのか。 

 まず、第１に私の質問の方向づけもございますので、三村町長、

あなたは初めからこの事業の計画変更を望んでいたのか、あるい

はいろいろな諸情勢によってやむなしと思っているのか、ここだ

け簡単に端的に答えていただきたいと思います。お願いします。 

 

 馬場議長  １１番、一問一答方式ということでよろしいですか。（「はい、

そのように通告しています」の声あり） 

 町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 ３席、１１番、西館芳信議員のご質問にお答えします。 

 初めに、未曽有の被害を受け、前例のない復旧・復興事業の推

進には、それぞれの立場においてご苦労されたと報告を受けてお

ります。 

 私の結論を申し上げますと、「国との協議内容を踏まえつつ、

町民の将来負担など考慮し、避難方法は妥当か、町長として総合

的に判断した」ということであります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 やむなしかどうかということで、２つの選択ということで私は

質問したはずですが、総合的に判断したというふうなことで、私

の質問に沿った答弁であるかどうかというのは甚だ疑問であり

ますが、やむなしとしたんだというふうなことだと思います。 

 そして、今までの議会の説明の中でも、今国との協議というふ

うなことで出てきましたが、成田町長が推し進めてきた事業のあ

り方については、あなたは瑕疵があった、やるべきものではない、

ここがこういうふうによくない、間違っているというふうなこと

ではなく、国がいろいろこういうふうに言っている、いろいろな

情勢が変化しつつある、そしてその中で私なりに総合的に判断し

たんだと、特に成田町長の事業については反対するものではない

というふうに私が解釈していいですか。どうぞ。 
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 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 私が就任したのが、平成２６年の３月２６日であります。その

前は選挙ということでも、この公約の中に掲げていたのが防災ド

ームとかということでありました。そういったことで、最初は就

任する前は外から見ていたものですから、この災害に絡んで防災

ドームというものは可能ではないのか、この復旧に関してです

ね。それから、拡幅した道路、車も通れるような道路も可能では

ないかというふうに思っておりました。と同時に、町長を経験し

ておりますので、事業の継続性というのもあります。ですから、

成田町長さんがタワーを進めているというのは新聞等でも知っ

ておりました。中身については、アバウトでしかわかりませんの

で、その時点では。そういったことで、この成田町長さんの、皆

さん方がお決めになった、あるいは副町長さんがやっていたわけ

ですので、進めてきたこの津波タワー、いろいろなプロセスを通

じて、地域づくり計画とか、ワークショップを通じて云々という

ことで、手順を踏んできてやっておられる。これについて、成田

町長の進めるようなタワーについてどうのこうのという、初めか

ら反対だとか云々というのはありません。継続性というのがあり

ますので、しかも私が就任したときには、もう既に震災から３年

経過しているわけです。ですから、それに対してどの程度町長と

してできるかどうかというのは、やはり入ってみないと、就任し

てみないとわからない部分がありました。 

 そういったことで、話はもとに戻りますけれども、成田町長と

しての事業に対して反対するものではありません。 

 以上です。 

 

 馬場議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 最初は何もわからなかったというふうなことで、アバウトとい

う言葉を使いましたけれども、選挙の公約に、ダイヤモンドの中

という言葉は使わなかったかもしれないけれども、内野のほうに

いれば見えなくても外野席からだとよく見えるというふうな言

葉を使った人もいましたけれども、それとはちょっと違うなと思

って聞いたのだけれども、これは皮肉です、別にまじめにとらな
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いでください。 

 初めから反対しているものではないというふうなことを今言

いました。では、反対していなかったと、成田町長のもとでやっ

てきたものを一部方向転換したということで、今のタワーについ

てあなたなりのタワーにかける意気込み、理念というか、そうい

うものがあろうかと思いますけれども、まずそれを聞かせていた

だけないでしょうか。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 これまで、全員協議会でもご説明をしてきましたけれども、ま

ず安全・安心の町をつくるということでの避難地区の町民の安全

を守らなければならないのは当然であります。その手法として、

津波タワーも一つの手法でありましょう。それから、明神山のほ

うに逃げるというのも手法でありましょう。そういったことで、

いろいろな角度から広く検討を担当者のほうからも聞きながら、

そして将来の町の負担、どうなるんだろうということも含めて総

合的に判断してまいりました。ですから、これまでの震災後の西

館副町長さんが取り組んできた津波タワーに対しての思いとい

うものの経過も全部聞きました。それらも含めて考えたときに、

全協で説明申し上げたような理由によって明神山のほうに移築

を判断した、移転を判断したということであります。 

 これによって、被災地区の住民の命が脅かされるようなことは

あってはなりません。それも確保されるということになったとき

に、総合的に判断をして、やはり明神山の公園のところが将来負

担が少ない、コスト縮減も含めて、やはりそこが妥当だろうとい

うふうに判断をしたわけであります。決して、川口地区に建つ津

波タワーを頭から否定するものではありません。担当のほうから

よく聞いて、国との折衝については、西館元副町長さんはよく国

との折衝の状況を担当課のほうからも聞いておられると思いま

す。私も聞きました。非常に町からの提案というものがあります

けれども、お金を出すほうは国ですから、全部出すのは国ですか

ら、補助対象外になるものもある。対象外というものがあるとい

うことで、やはりその折衝に大分時間がかかっているなというの

もわかりました。 
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 ですから、災害が起きてからも３年云々たっていたわけですけ

れども、これから実施設計、詳細設計がまだできていませんから、

アバウトだけでの基本設計だけができている状況の中での議論

をしているというふうな状況でございました。ですから、そうい

ったことで、このタワーについては、まず何回も言うようであり

ますけれども、総合的に判断をして、町民の命は、十分安全は確

保されると強い意志のもとで判断をさせていただきました。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 初めから反対するものではないというふうなことはわかりま

した。ただ、私が求めたのは、一自治体の長として、この事業に

全責任を持つあなたの事務的な負担がどうこうということでは

なくて、これが建てばどうなるか、自分はどういうふうにこれを

利用していきたい、これがこういうふうに町のためにというふう

な、もっと高邁な高い視点からのあなたの話をお聞きしたのだけ

れども、これはもう時間がないからいいです。 

 そうして、総合的なというふうな言葉が何回も使われましたけ

れども、国の調整というのもあった、そこで私の（２）、総合的

に考えて、町長に上記の、今お話しされた結論に至らせた計画変

更の理由、経緯などについて、特に財政規模の減少と場所の移動

ということについて、こういう強い、深い理由があったからやっ

たんだというふうなところをお願いいたします。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 当初、川口地区での２４メートルの津波避難タワー建築計画時

の避難方法と避難に関する条件が変容したことが、大きな要因で

あります。計画変更の理由は、これまで議員全員協議会あるいは

住民説明会において説明してまいりましたように、国の津波避難

計画指針の改正や、明神川にかかる橋の耐震化決定、コスト縮減

等が主な要因であります。そして、これらについて国との協議を

重ね、現在の計画変更の結論に至ったものであります。 
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 以上であります。 

 

 馬場議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 今おおむね３つの理由を挙げられました。マニュアル改正とい

うのが途中であったんだよと、それによって基準がそれなりに変

化したんだというふうなこと、それから耐震ということがあっ

た、橋を強化したんだというふうな話で渡れるようになった。そ

れから、コストを削減しなければならないというふうな、３つの

要素を挙げましたけれども、私からすれば甚だ、何の説得力も持

たないというふうなものの羅列でございます。 

 まず、第１にマニュアル改正。マニュアル改正というのは、こ

のマニュアルでいいんですね。あれは平成２４年の５月、総務省

の消防庁の何とかの報告に関するマニュアルというやつですよ

ね、それ。これは、何で消防庁が口を出すんですか。本当の所管

庁は避難タワーは国土交通省で、復興交付金の中で期間事業とし

てやるということで、位置づけは都市防災推進事業ということ

で、都市防災総合推進事業とも言っておりますけれども、この中

ではっきり基準とかそういうのが言われて、時期的にも全くおか

しいです。これが言われたのがいつだかお願いします。この、こ

れが発出になったのが。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 私の事務方のほうから聞いているのでは、平成２５年３月にこ

のマニュアル改正等々が出て、これありますけれども、改正点が

あります。大分当初よりもこの東日本大震災があってから、やは

りその改訂を幅を持たせたやり方をしているようであります。そ

れは、恐らく２５年３月で、副町長も知っているでしょう。そう

いったことでご理解をいただきたいなというふうに思います。マ

ニュアルの変更が非常に変更の要因の一つになっております。 

 

 馬場議長  １１番。 

 

質疑 １１番  今のマニュアル改正の時期が、２５年３月だというふうに町長
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（西館芳信君） はおっしゃいました。そして、当然時の副町長であるあなたはご

存じのはずですねというふうな話ですよね。私はその文書を決裁

したかどうかというのは、はっきり言って頭にありません。しか

し、そのことは全く記憶にありません。なぜかというと、２４年

１０月２日に、県からＬ２が発表されたわけです。そして、それ

まで２３年１０月あたりに、それまでの被災者の救援だとか一時

的な初動的なものが済んで、これから復旧・復興に向かうという

ふうな矢先にＬ２というのが発表されて、それが２４年１０月で

すよ。そして、これでもうその月にちょうど節目の事務方の会議

もありましたし、そのときは復興庁からの人が来ましたし、それ

で私も、これでひとつよろしくお願いしますということを言っ

て、９月にそれがいっている。そして、１０月にＬ２の発表があ

って、これでもう全く何ら問題ないと、もうこれでいけるぞとい

う感触をつかんで、その証拠に第一、２５年のこれの６カ月後、

２５年８月にプロポーザル、つまりこの設計の業者が２５年８月

に八工大の何という先生だか、月永先生だったかそういう先生、

上北県民局のほうに来ております。そういう人たちを交えて、ど

ういうふうな設計をしていくかというふうなコンテスト、プロポ

ーザルをやったんです。そのときには、このマニュアルが出てい

ますから、こういうことを抑制してください、こういうことはで

きませんよとか、そういうことは一切ありません。確かに、担当

者は苦労しました。こういうところをもう少し見直してくれない

か、ここはどうなんだ、苦労しましたよ。でも、それは誰が担当

しようが、国だって納税者の立場から言えばちゃんとそれを精査

しなければならないと、当たり前の作業の中でやられたことであ

って、何らこのマニュアルというものが言われておりません。こ

のマニュアルが何で消防庁のマニュアルを皆さんが、消防庁が国

土交通省の事業を拘束できますか。全くおかしい話で、我々の事

業を消防庁が拘束するのだったら、そのマニュアルのどこにそう

いうふうなくだりがあるのか、今示してください。 

 

 馬場議長  答弁を求めます。副町長。 

 

答弁 副町長 

（柏崎源悦君） 

 マニュアルの根拠につきましては、私も突き詰めては考えてお

りませんが、中央防災会議の検討等を経て変更になって、その解



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－４８－ 

釈を進めているということでの事務方の報告を経過として受け

てきていますから、そのとおりであるなというふうに思って進め

てきたものであります。 

 プロポーザルをしたという段階でのお話は、私たちが聞いてい

るのは、プロポーザルをして、当時簡単な代表的な例でいくと、

エレベーターとかいろいろなのが、夢のある計画が、少なくとも

今のタワーよりはいろいろな機能がある計画が提示されていた

わけですけれども、その後、国との交渉経過の過程で、いろいろ

事業費の規模のこと、それから補助対象にならない部分が半分近

くあること、それらを協議して、どうしてコストを下げていくか

という部分をずっと協議して、それで場所の選択が、ちょうどお

互いに協議の中で出てきてまとまっていっているという経過が

あるというふうに認識しております。 

 

 馬場議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 マニュアルだとか通達とかそういうのが出て、ここのどこに

我々の仕事に支障のあることが出ている、まずそれを行政マンは

一番最初に把握して、それを今度は自分で納得してかみ砕いて、

職員、町民にそれを浸透させていくという作業が当たり前ではな

いですか。それをわからない、誰が考えたって、何で安全、確か

に第一次的に現場で救済する人たちの警察とか消防、この人たち

の考え方というのは大事だけれども、事をはっきりと位置づけが

なされて、国土交通省の手になりますよという事業が、何でそう

いうふうに、はっきり言って関係ないものに縛られているんです

か。そういうところに疑問を持って、何で突き詰めないのでしょ

うか。全くもって理解できないです。 

 いいですか、６億６，０００万円の事業というものは、効果促

進事業、これを入れると３５％ですから９億円近いお金が、効果

促進事業の８０％という補助だから若干全部というわけではな

いけれども、９億円近い金が我が町に来るんですよ。そして、そ

れをいろいろな事業でやるに、行政マンは当然誰だって、町のた

めにこれが使えると思えば飛びつきます。しかし、飛びついたの

ではないんですよ。この仕事は、私たちおいらせ町が、当時どう

いうふうなものを復興庁にぶつけていく、それが町のためになる
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かということで、汗を流して一生懸命考えた結果ぶつけたんで

す。何だかんだ予算を削れなんて復興庁は言いませんよ。なぜか

というと、さっきしゃべった２３年１０月の復興特区の事業の段

階で、その当時の私のメモを見れば、職員の皆さんには、こじつ

けでもいい、熱もって関連事項をどんどん探して、ともかく何で

もいいから出せと、事業の計画として出せと、それが今我々のや

る仕事だと。なぜそういうことができたかというと、復興庁でさ

え、あの時点ではどうしたらいいかわからなかったんですよ。だ

から、いろいろなものをともかく出してくださいということで、

そういうふうにやったんです。だから、そういうふうにやって、

しかももう測量もし、地質調査もしている、そういうところに対

して削れなんては言いませんよ。そんなマニュアルなんていうの

はとってつけたあれであって、全く説得力を持たない。 

 それから、あと２つ、橋の耐震やりましたから、渡れるからも

う明神山に行けるんだと、だから要らないんだと。とんでもない。

何のために私たちがこの事業を欲しがったといえば、大川小学

校、石巻でしたか、７０何名、町の７割の小学生が亡くなってし

まった。あれ以上の阿鼻叫喚が、恐らく次の災害時はあらわれる

だろうと。なぜかというと、太平洋から来る波も７．何メートル、

Ｌ２になれば２４と言っているけれども２７．８という数字もあ

った。それが来て、なおかつ奥入瀬川を遡上する波、水、これが

横から来る。そうした場合、じゃあそこを渡ることができないか

らずっと上に川沿いに逃げてくださいと、これが果たして理論的

にどうなのかということでつくった。橋が今強化されたからと、

橋桁が落下するとかそういうことではないでしょう。そういう川

には近づくなということでしたよ。橋桁が落下する、そういう各

論的な話ではなった。総論として、もう川には近づいてはならな

いんだというふうなことで、何でそういうふうな話が、今そうい

うふうになっているのか。 

 コストの削減、ちゃんちゃらおかしいな。何でですか。せっか

くあそこの最高の、あそこは木内々・百石線ですか、あの最高の

通りの位置上にＡＢＣＤＥ、最初は５つ、次に４つになって、そ

して最後に選択したところというのは、避難道としては最高の道

路がついていて、これ今向こうの方に移れば、道路はぐっと上が

っていって、車１台しか通れない。しかも、災害特別警戒区域、
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町民からの投書もありましたよね、そういうふうな石が崩れてく

るかもしれない、木が倒れてくるかもしれない、既に倒れている

かもしれない、そういうところにやるには、さっきしゃべったよ

うに、あの一昨年６月の議会でも議員の皆さんからいろいろ質問

ありましたけれども、避難道の整備が先ではないかと、その避難

道になんぼかかりますか。金から考えていたら、もうこっちのほ

うがはるかに高くつきますよ、入り口、あの防災コミュニティー

センターのところ、西側に建てたわけですけれども、入っていけ

ば、あそこをようやく上がっていけば８メートルかなんぼの入り

口しかなくて、その奥行きも８メートルぐらいです。コミュニテ

ィーセンターと、今建つ避難タワーの位置は非常に窮屈で、あそ

こでいろいろな作業だとか何とか、何もやっていられないという

ふうな狭さ。 

 ３つしゃべったけれども、何の３つ、１つも説得力がありませ

ん。時間ないけれども、これについてもう１回お願いします。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 それぞれの当時の担当者の思いというのはわかるわけであり

ますけれども、私が平成２６年３月２６日からの就任以来、担当

課のほうから詳しく説明を受け、あるいは復興庁のほうからも来

ました。いろいろと事務方のほうでは、その津波タワーの６億

云々ということで詰めておりました。やはり、よくここで覚えて

おかなければならないのは、復興庁は復興庁にやはり対象になる

補助外、補助対象外とかというのがたくさんあるんですね。 

 先ほど、ビッグな副町長さんの試案、成田町長さんのときの津

波タワーというのは、本当にビッグな構想であると私は思ってい

ます。それこそ、発電機をやったり、あるいは２５メートルのほ

うの上には水洗トイレとか展望台云々とかというのもあるかも

しれません。それから、いろいろなのが、エレベーターもあった。

ところが、これは復興庁に言わせると、必要ないなと、それやる

のはやってもいいけれども、町で負担してください、うちのほう

は避難のための最小限度の機能を持たせればいいんだというふ

うな考えですね。ですから、副町長さんも折衝を復興庁としてき

てわかっているはずです。いろいろなことで、ぶつけても事務方
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は相当苦労します。私も夢はお話ししますよ。こういうふうにし

たらどうですからねとか。でも、やっぱり向こうは向こうで、そ

れなりの基準というのはあるのでしょう、恐らく。そういったこ

とで、どんどんそがれていったという、規模的にもですね。です

から、そういったところがあって、もしその当時の設計の６億５，

０００万円をやったら相当な持ち出しが出てまいります。これ

は、うちのほうもちゃんと比較して持っております、町の負担分

云々とか。そういったデータがありますけれども、アバウトであ

りますけれども、本当に町からの持ち出しが今度は多くなってい

くということであります。 

 復興交付金は、もう１００％だと思って私もいました、６億５，

０００万円が。ところが、実際やっていくとそうではないんです

よ。ですから、その点はご理解をいただいて、将来負担というも

のを考え、維持管理費も、２００年に１回来るのか、５００年に

１回来るのかというのもあります。耐震性は、このタワーは６５

年耐震という、もっていることに、いや、そういえばあしたに来

るかもしれません、その津波が、Ｌ２は。それはわかるんですけ

れども、そういったこともやっぱり重要なコスト縮減というのも

含めて、将来を考えて現在の明神山公園に決断したということで

あります。私が強引に、それこそ初めから、もう前のやったのは

何しろ別なんだと、そういうのではありません。復興庁との折衝

の協議の中での継続した中での妥当な適正な総合判断でやった

ということをご理解ください。決して、私単独でひっくり返した

とか云々ということはありませんから、その辺はよくおわかりい

ただければありがたいなと、こう思っております。 

 

 馬場議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 今それぞれの考え方が違うとか、状況が本当に変化して、コス

トが余りにもかかり過ぎるというふうな話に落ち着かせようと

したんだけれども、では百歩譲ってそうだったとしましょう。そ

うであれば、次に町長たる政治家、どういうふうに動きますか。

私だったら、そういうふうな財政的な隘路であるのであれば、少

なくともトップセールスで、中学校の卓球やっていたときに牛若

丸のフットワークで動く三村正太郎町長が、それでべナっとくる
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なんて私は考えられない。あなたのつらんつけなさからすれば

ね、もっと動けるはず。第一、あなたは政治家のパーティーにし

ょっちゅう顔を出しているし、それは公用車で行っている、私も

行きました。あれ、公用車で行くというのは、いざ鎌倉というと

きはどういうことをしてでも町民のために役立つんだと、そのパ

イプを使うんだということで許されているんでしょう。ちょうど

あのときは、例えば我が青森県は自民党の副総裁いました。それ

から、自民党の復興加速化本部長、それから防衛副大臣、これは

いろいろな面で救助のほうでもやってくれましたし、そういうふ

うなことで、中央の権力に対する物言いというのは、我が青森県

の有史以来、例えば国会が開設されて１２５年ですか、それ以前

からもう有史以来最高のいい環境にあるんですよ。私、たとえ町

長でなくて副町長であったとしても、これを役立てることができ

るのであればなんぼでも使う。あなたは、これ使いましたか。こ

こで何億、町の仮に持ち出しがあるとしたら、私はそれはないと

思っているけれども、あるとしたらそれをやったか、そしてやっ

たとしたら総務課、町長、副町長の行動記録が毎日ちゃんとあり

ますから、そこに何も日付とかそういうのがなくてもいい、包括

的なものではなくて、何月何日避難タワーの陳情のために町長、

誰々代議士と面会だとか何とかという記録があったら、ある、な

し、それだけでいいですから話してみてください。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 中央に対して、仮に町の負担がたくさんあったら、国にお願い

をして出させるという努力をしたかということでいいですか。し

ました。しましたよ。大島代議士のところには２回、３回ほど行

っているはずであります。それは、１つは津波タワーを建てて、

今度は道路整備を議員の方々からも出して、整備してほしい、拡

大してほしいとか、道路整備のお願いを出ました。これは、何と

か出ないのか、できないのか、あそこの明神川の。復興庁は、そ

のままの道路で十分だと言うんです。あのままで大丈夫、避難は

できますということでね。だから、そのときに、それだはだめだ

ということで、私は今度は津波タワーと同時に道路のあれができ

ないかということで書類を整備して、当時の大島代議士に陳情を
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させていただきました、直接。インターネットに載っていますか

ら見てください。 

 それから、その後、やったら、やっぱり復興庁のほうではだめ

だと、これは認められないと、道路の拡幅はということになりま

して、いや、これではだめだと、もう１回ということで指導を、

大島先生のほうから電話が来ました。こういうのはだめだから、

これを外して整備されないかとか、書類を出せないかとか、それ

をまた整備して持っていきました。そして、そのときに大島代議

士は相当な力があります。その大変な一番偉い人を呼んでやりま

したよ。そういったことで、余り細かくは言いません。とにかく、

お願いはしました。ということをご理解をいただきたいと思いま

す。しかし、基準というのはあるらしくて、なかなか厳しいんで

すよね。ようやく道路の部分は縮小した形で認めていただいたと

ころであります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 総務課長。 

答弁 総務課長 

（田中富栄君） 

 今の町長が行ったかどうかの明細については、今手持ち資料が

ありませんので、後日調べて報告いたします。 

 

 馬場議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 細かいことは云々とおっしゃいましたけれども、道路の拡幅と

かそういうことではなくて、はっきり避難タワー本体に係るもの

のためにというふうなことを私は言っているんですよ。政治家で

ありますから、しょっちゅう顔を合わせる。包括的なことで、ひ

とつうちの今の復興事業に対していろいろお願いしますという

ことが、あの時期にそれがなくして政治家同士の顔を合わせると

いうのはないと思いますので、はっきり最初から目的を持って、

そしてこのために行ったんだというふうなことで私は言ったつ

もりなんだけれども、恐らく私が聞いた時点では、ちゃんと的を

絞ってこのためにというのはないというふうには、私は印象を受

けました。 

 この事業は、効果促進事業でいろいろなこともできる、夢のよ
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うなことと言ったけれども、なぜ夢かというと、あの当時まだ災

害があったばかりで、いろいろな犠牲が出て、ともかく防災とい

うのが、これは国の当然の姿勢です。しかし、我々はその一歩先

を行って、これが少なくとも近いうちにまた同じような災害がな

い限り、今こうして建ったものをこうして投げておくのかと、た

った防災のために使うのかと。だまっていたって、それこそこれ

をもっと有効的に多目的に使えというふうな声が上がってくる。

そのために、その時期に例えばアコーデオンシャッター、今まで

かけていたものをぱっと外せば部屋も広がる、そしていろいろな

多目的に使えるというふうなことを想定して、いろいろな事業を

組んだんです。防災だけではだめだと、いろいろな可能性につい

て考えようということで、それは何も夢でも何でもありません。 

 成田町長は、１００年に１度、地域町民がこれがあって助かっ

たと実感するかどうかの津波避難タワーだと、１００年後、無用

の長物だったと批判されても、防災への安全・安心の保険となれ

ばいい、防災意識の向上の一助になればいいと、それは建設の意

義だと。しかし、我が町はこれを単なる防災施設、ランドマーク

に終わらせてはならない。今震災の傷跡の中、復興のために日本

が一丸となっているから、間違っても政府も我々も防災財政でつ

くった施設の多目的は言えないと。でも、今さっき言ったような

ことは、当然これから起こるはずだと。次に来るのは、そういう

ふうにこの施設をもっと有効的、多目的に使えとふうなことだ

と、国には面従、顔では従っていても、自分たちの信念でもって

こういう施設をつくるんだということで、確かに風呂敷は広げま

したけれども、決して不可能なものではなかったんです。そして、

効果促進事業ではこれに結びつくために、例えば二川目の今のコ

ミュニティーセンター、生活館の新築だとか、いろいろなものに

使えるなというふうな思いで臨んでいたんです。 

 これら全てをなくしたのは、町長、あなたですよ。あなたは、

この避難タワーということについては、何にも理念もなければこ

うしたいという思いもなかった。たった、私から言わせれば選挙

をするとき、議員の皆さんの中にあなたの支持している議員の皆

さんが、反対の人たちが結構いた。その事実はそれでいいと思い

ます。あなたは、その人たちのために公約をかかげ、まあその人

たちのためにというのはちょっと言葉としてはうまくないかも
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しれませんけれども、そういういろいろなことを考えて公約に、

それこそ高いところに逃げるのが一番だというふうに言いまし

たよね。だから、結局何もそういうふうなことはなくても、自分

の選挙のためにはもう後戻りできないところに行ってしまった。

それを実行しただけに過ぎない。何にも具体的に説得力あるのが

こういうことだと、ただ国から示されたというふうなことだけで

しょう。自分が仕方なくやったような話で、何らあなた自身の首

長としてのリーダーシップが何も見えてこない。この辺どう思い

ますか、もう１回お願いします。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 今整備している明神山における津波タワー、１０メートルほど

でありますが、その使用はあくまでも避難の場所でありますけれ

ども、いつ来るかわからない災害、津波等を考えた場合には、普

段有効活用をしなければなりません。それについても、やはりそ

れらも含めての設計ということになって、いろいろな安全教育と

か防災教育とかいった、地域のいろいろな防災に関する集まりの

トークとか、そういったことにも使えるようにつくってあります

ので、決して西館議員のおっしゃるようなタワーをつくらなけれ

ば機能が落ちるということではありません。きちんとしたもので

つくってありますので、１１月いっぱいまでにはもう完成の予定

であります。 

 それと、私の判断の材料の大きな比重は、やはり将来コストを

十分考えたということでもあります。６億５，０００万円のその

津波タワーのあれを建てたとしたら、大体の試算でありますけれ

ども、年４００万円かかります。いろいろアバウトでありますけ

れども。それが、明神山公園のほうの維持管理費、１年で４０万

円であります。想像してみてください、２５メートルですよ、足

場を８年に１回塗装し直すといったとき１，７００万円かかりま

すから、足場組むだけで、そうやってやるだけでね。維持管理費

が膨大に違います。６５年間持てる中でのこういったものの計算

をしたわけで、明神川のほうは３，０００万円レベルです。しか

し、そういうふうな２５メートルのものの維持管理費、コストと

なると、そういうふうなのを計算を単純にしたときに２億３，６
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００万円かかります。そういうふうなのも含めて、将来負担とい

うことも重要なテーマの中で決断をさせていただきました。 

 そして、逃げるには５２分の、最大津波が来るには５２分かか

るというふうなことで、十分私は明神山に川口地区から逃げるに

は大丈夫、そのために自主防災組織があり、そして訓練をして、

それこそその地域の方々に実動訓練をしていただいて、身につけ

てもらうと。とにかく、大きな地震が来たら、ウーとなったら遠

く高い方に逃げる、これが一番であります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 今コストの問題というふうな話をしました。確かに、成田町長

は１階は内部、外部の仕切りを最小限にした、オープンな農業、

漁業の施設、地域住民の手による農水産物加工産品の直売所をま

ず１階につくるんだと、一番下に。それで、道の駅の発展性を考

えていくと。２階は、漁業協同組合の事務所、農協もあるでしょ

うけれども、管理運営の最大の候補としてはやっぱり場所的にも

漁協かなと。３階以上は防災訓練の拠点、防災関連展示の施設、

それから武道場とか宿泊研修の施設、会議場。屋上部は漁協、そ

れから漁をしている全般の区域及び工業団地一円を監視できる

防犯カメラ、それから気象観測、この情報発信装置、それから準

灯台。灯台は、さすがに３０メートルの高さといえども設置する

のはなかなか困難で、ところが気象庁の許可を得て全国２，００

０のそれこそ私企業なんかがそれをつくっているそうです。だか

ら、ここもそれをつくることによって立派なランドマークになる

だろうというふうなこと。それから、その見晴らし部分からは、

さっき話したように畑アートでも、それから田園風なものでもい

いし、それから明神川も一円できるような、その明神川の利用を

考えたいろいろな施設等をつくっていこうというふうな壮大な

ものがありました。あなたは、自分の選挙を有利に戦うために、

そこから出発して取り返しのつかないところまで来ました。 

 まだ、時間も少なくなってきたけれども、４番が残っています

ので、計画変更の周知はどのようになされ、進捗していた計画分

はどのように収拾されたのか、これについてお尋ねしたいと思い
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ます。これを、まず町民に対してどこでどういうふうにして周知

させたか、それからここの避難タワーの地権者に対してはどうで

あったか、それからプロポーザルをした会社についてはどういう

ふうにしたかということ、３つに分けてお願いします。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 平成２６年７月２日に議員全員協議会に説明をし、その後、川

口、堀切川、明神下、横道、ほか工業団地組合を対象に説明会を

開催し、変更計画を周知させていただきました。 

 候補地としての地権者には、変更に至った経緯を説明し、あわ

せておわびを申し上げたところであります。当然ながら、水稲が

作付ができなかった分については、本人の意向を確認し、農業休

業補償を行っており、理解が得られたものと考えています。 

 それから、業者に対してのものは、担当課のほうから答弁させ

たいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 まちづくり防災課長。 

答弁 まちづくり防災課

長 

（松林泰之君） 

 お答えをいたします。 

 設計業者につきましては、双方協議の上、当初契約金額のまま

で継続するというふうなことで合意をしたというふうになって

おります。 

 以上です。 

 

 馬場議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 地元の町民の皆さん、川口、堀切川地区の皆さんに対しては、

ということは今説明ちょっと足りないけれども、時間あれですの

でね。それ、恐らく１回しか持たなかったでしょう。１回だけで

しょう。河北新報のオンラインニュースというのを私は今手にし

ているんだけれども、その中で見出しは「おいらせ津波タワー、

町、建設へ強行突破」これは建設というけれども、場所移動を強

行突破という意味ですよね。町は財政負担ゼロを強調しと。冬は
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坂は上れない、当初の場所に建てたらいいのにというふうな、そ

ういうのを無視して押し切ったというふうなことを、それから川

を渡らないルール云々というふうなことで、これには、当初東北

で一番この計画が進んでいましたよということ、これは時期的な

ものじゃなく内容も一番進んでいたということを、こうして河北

新報がはっきり言っています。 

 そして、あなた方が１回しか、それこそこれを開かないで、も

う町民納得させた。全く乱暴過ぎますよね。私町長の支持者とい

う人にも会って、今のこの経緯を聞いてきました。甚だそれにつ

いては不満を持っているというふうにおっしゃっていました。た

だ、三村正太郎町長の支持者ですので、それ以上のことは言いま

せんでしたけれども、私がもっと聞きたいこともたくさんあった

のだけれども、それは言わないけれども、そこははっきりおっし

ゃっていました。 

 それから、地権者に対して、普通はもう契約の合意というのは

気持ちがあればいいのであって、書き物は何も必要ないですよ

ね。法律的には、もうはっきり合意形成がなされているというふ

うにみなされ、それは地質調査をしているし、それから測量もし

ているしというふうなことからもうかがい知れるところだけれ

ども、こういう人たちに対しては何か、そこのあれができなかっ

たからその分１年分払ったというふうなことですけれども、それ

でいいのかどうか、それで終わらせたというふうな話ですけれど

も、そこをお願いします。 

 

 馬場議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課

長 

（松林泰之君） 

 地権者に対しての関係でございますけれども、地権者に対して

は当然地質調査等実施しました結果、当然作付ができなかったと

いうふうなことでありましたので、いわゆる基準反収に基づいて

農業所得の損失補償を実施したと。それで、地権者のほうからも

了解が得られたというふうに思っております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １１番。 
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質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 地権者のほうからも了解が得られた、それから川口地区、堀切

川地区の人たちにも了解が得られた。さっき町長は５２分、それ

こそ津波が最大のものが来るまで５２分かかるというふうな、も

うその辺の認識からしておかしいのではないですか。１３分、１

４分の時間ですよ。だから避難タワーだ必要だというふうなこと

になったんですよ。なんぼトップの者でも、そういう最高に大事

な数字をそういう軽率に話しているというのは。今何だかピンポ

ンと鳴ったけれども、私最後にはっきり言うけれども、町長、マ

ニュアル云々ということに一つも答えない、誰も。マニュアルと

いうことが私は一番大事なことで、これでちゃんと答えてくれる

のであれば、ああそうかということで私は納得するのだけれど

も、何も国との一番大事な折衝の中でのマニュアルということに

ついて何も答えていない。私が所管でないのがしゃべっている

云々、何で拘束力があるのかということに何も答えていない。そ

れはそれでいい。この情報の確度というのは、どの辺のものか私

もつかめないけれども、でも今この作業にかかって、大概の人た

ちが言っている。これは、下げたのは国からのあれでも何でもな

いんだと、町長が何だかんだあそこでなければだめなのかと、町

から切り出されたことだというふうな情報を私は持っています。

そして、その場所がいつ、どこだかということも聞いています。

聞いているんですよ、これは検証すればわかるけれども、これか

ら。あなたは、それでも自分が違うと言えますか、最後にお願い

します。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 まず、一つ、大分迫力のある、エキサイトしているような感じ

はしますが、なお冷静に話せばわかることでありますから。 

 まず、それこそ答弁できないところのものは、ちょっとこれは

申しわけないと思います、そのマニュアルについては、大変おわ

び申し上げます。 

 それから、１３分、１４分というのは、私は聞いているのは引

き波の、津波の影響って引き波１３分から１４分。これは引き波、

最大波、最大の津波がＬ２、来るのが５２分だそうですよ。そう

いうふうにそれこそ認識というか、マニュアルというか、復興庁、
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いろいろなっていますから。そこは副町長と私は認識が全く違い

ますので。だから、そこは、後でそれやってください。 

 それから、もう一つその三村正太郎がもうあそこにいたとか、

それを聞いているとか。復興庁との交渉をする中で、私は継続性

というのを何回も言ったでしょう、行政の継続というの含めて。

私の思いと継続とはまた違うんですよ。私は、さっき言ったよう

に、防災ドームをやれないのか、これが第一番でした。道路を拡

幅したのの、常に普段使えて逃げられるような道路の拡幅の大き

いのをつくれないか、これができないのかといったときに、事務

方に、無理ですと、成田町長も防災ドームは検討しました、かけ

合ったけれどもだめだと。それは副町長、覚えているでしょう。

吉村議員の質問のあれを読みましたよ、全部。それについても、

とにかくそういった思いがあったんですけれども、やはり相手が

国のものがありますので、なかなか私の思いのとおりにはいかな

い。そして、私がもう変えたということはありませんから。みん

なその議論をした中で、説明を受けながら、しかも期限が決まっ

ているんですよ。集中復興期間がもう２７年度で終わりですよと

国から言われている。それにやるとき、結論を出していかなけれ

ばならない。そういったときには、いろいろな角度から深く議論

しながらも、幅広くそれこそ検討した結果、総合的にあれしたと

いうことであります。個人的にどうのこうので決めるというわけ

にはいきません。そうしたら、効果促進事業の３５％なんかも全

部パアになるというのも全部聞いて、これは驚きましたよ、最初

入ったときにね。皆さん方はもういるからわかっていると思いま

すが、私が入ってきたとき、その効果促進事業がなも期間事業、

タワーがなくなる、全部パアだと、来ませんよと事務方から受け

ました。やっぱり、これはこれとして継続して、町の発展、町民

のためにやらなければならないということでなっていきました。

一番のいいのは何かということで、ベターは何かといったとき

に、明神川のところ、マニュアル改正もあったし、耐震化もあっ

たし、経費削減、コスト削減ということで、そういったことで決

断をさせていただいたということであります。 

 

 馬場議長  １１番。 
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質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 何を聞いてものらりくらり、そして私が求めたところの本当の

ここだけに答えてほしいというふうなことには何も答えていな

い。後追いもする時間もないんだけれども、どうでしょうか、町

長、これだけ県民そして町民や国民、税金を納めてくださる方々、

それから一生懸命あの当時汗を流して涙まで流した職員、背反し

たことをしてや、自分の選挙のために。町長をやめませんか、辞

職する気はないですか。してほしいと思います。 

 以上です。 

 

 馬場議長  これで１１番、西館芳信議員の一般質問を終わります。 

 ここで、暫時休憩いたします。２時４０分まで休憩します。 

  （休憩 午後 ２時３０分） 

 馬場議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  （再開 午後 ２時４１分） 

 馬場議長  引き続き一般質問を行います。 

 ４席、６番、平野敏彦議員の一般質問を許します。６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 平成２７年第３回定例会開会に当たり、議長のお許しを得て、

６番、平野敏彦が、通告に従いまして一問一答方式により質問さ

せていただきます。 

 スポーツの秋となりました。「健脚でつなげ郷土の和と心」の

大会スローガンのもと、昨日行われた第２３回青森県民駅伝大会

で、おいらせ町チームは、町の部３位、総合７位の成績をおさめ

ました。町長、議長が青森まで駆けつけ、選手の激励をいたしま

した。おいらせ町実行委員長、福津教育長、洞内監督、コーチや

スタッフ、学校や父兄が一体となって取り組んだ成果と、多くの

町民の応援の結果であります。おいらせ町の誇りと期待を１本の

たすきに託し、ゴールを目指す選手の姿に、多くの町民が勇気と

感動、そして選手との一体感を味わったことでしょう。 

 おいらせ町は、健康長寿のまちづくり宣言大会を６月に開催

し、健康長寿青森県一を目指しております。町民の一人一人が健

康で豊かな生活の実現とスポーツによる地域の活性化を進める

ためにも、競技スポーツを初め軽スポーツの振興は重要であり、

町民と一体となった健康づくり活動に期待をし、それでは通告い

たしました一般質問について、町長の所見をお伺いいたします。 
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 第１点目、マイナンバー制度についてであります。 

 平成２６年１月に、行政手続きにおける特定の個人を識別する

ための番号の利用に関する法律、マイナンバーですが、施行され

ます。マイナンバー制度は、ことし１０月から個人番号の通知が

始まり、来年１月以降希望者には個人番号カードが配布されま

す。８月の認知度調査が新聞で出ておりました。４割が内容を知

らないとありました。マイナンバー制度の町民の認知度について

お伺いをいたします。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 ４席、６番、平野敏彦議員のご質問にお答えいたします。 

 国民一人一人に個人番号が付与され、社会保障や税等の分野で

利活用されるマイナンバー制度につきましては、町広報紙の本年

５月号から制度内容を掲載しており、あわせてホームページでも

同様の掲載をし、周知に努めております。 

 また、国でも、テレビＣＭの放映や新聞・雑誌に掲載するなど、

多岐にわたり周知を図っているところであります。 

 ご質問の町民の認知度につきましては、町民を対象に調査を行

っておりませんので、どの程度の認知度か数値で申し上げること

はできませんが、内閣府が平成２７年２月に行った世論調査で

は、認知度が３０％弱でありました。また、平成２７年７月に行

った民間調査結果によりますと、認知度約６０％という数値が出

ております。 

 ただし、この約６０％は、内容も知っているという数値であり、

マイナンバーという名称だけは知っているという認知度は、約９

３％という高い結果が出ております。 

 当町におきましても、広報紙等の周知成果が、徐々にではあり

ますが浸透しており、認知度は高まっているものと認識しており

ます。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番  今町長の答弁で、大分おいらせ町民の認知度が高まっていると
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（平野敏彦君） いうふうなことですけれども、私は高齢者それからひとり世帯、

高齢者世帯、果たしてこの部分でこの広報紙、そういうふうなも

のでよく理解されているのか、私は甚だ疑問です。 

 実際に、私も敬老会、そういうふうなものが土曜日にあったん

ですけれども、その敬老会の対象者の方から、マイナンバーとか

何とかというふうなことについての話をしても、ほとんどが反応

がありません。ということは、これから１０月１日になって個人

番号カードが通知がなされるわけですけれども、それらも何なの

かというふうなのが、高齢者の方とか高齢者の世帯の方々、老老

だけの世帯とか、そういうふうな方々はよく理解できないと思い

ますよ。だから、その発送して責任を果たすというふうなことで

はなくて、いかにしてそういうふうな、このマイナンバーの重要

性、そういうふうなものを知らしめるかというふうなことについ

て、ほかの方法がもっとあるのか、この辺お伺いしたいと思いま

す。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 その周知度の別な方法はないのかということでありますけれ

ども、現在町で考えておりますのは、１０月５日から今話したよ

うに順次通知カードが住民の手元に届くことで、それが最大の周

知と認知になるものと考えております。それで、不明な方は役場

のほうに多く問い合わせがあると思いまして、その対応にきちん

と努めるということで対応したいと思って考えておりました。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 それでは、続いて質問の２番のほうに入らせていただきます。 

 今質問しましたように、１０月から今度は個人番号通知が始ま

って、町のいろいろな意味で個人番号、そういうふうなものの高

齢者の周知、そういうふうなものもありますけれども、企業や個

人事業者、そういうふうなものの取り組みというのはどのような

形で進んでいるのか。特に、行政側の役場とかそういうふうな部
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分については、私も資料ありますけれども、国のほうからの説明

資料を見ますと、なるほどなというふうなのが書いてあります。

そしてまた、広報ではたしか９月号にも載っています。４分の１

ページを使って９月に載っていますけれども、果たしてこれでよ

く理解できるのかなというふうな不安もあります。実際にこれか

ら個人番号制度ができることによって、法人とか事業所、そうい

うふうな部分でも手続ができるというふうにありますけれども、

これらの周知の仕方というのはどうなっているのでしょうか、お

聞きします。 

 

 馬場議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（小向仁生君） 

 会社、企業等の周知の仕方なんですけれども、現在のところ、

国から商工会連合会を通じて何らかのアクションがあっている

というふうに認識しております。ただ、当町における商工会の実

態というものは、私のほうでは今のところ認識はしておりませ

ん。調べておりませんということであります。 

 それから、会社に例えば出向いて個人番号カードをつくるサー

ビス等々を行うというふうなことも想定されるわけですけれど

も、会社で必要とするのは、あくまでも個人番号カードナンバー

が必要とするのであって、カード自体は必要としていないという

ことです。そのカードというのは、１月１日以降に送付されるカ

ードでありまして、それは証明書用と、次のほうの質問にも出て

きますけれども、証明書用にかわるものということなので、それ

については町としても何ら会社のほうにはアクションをとって

いないというふうな状況です。 

 以上です。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 では、２番のほうの個人の町の対応、番号通知が始まった後の

町の対応について、町長から説明いただきたいと思います。 

 

 馬場議長  町長。 
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答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 １０月５日の法施行に伴い、住民票を有する町民に対して、個

人番号が付与された紙の通知カードが、国が委託した地方公共団

体情報システム機構、通称Ｊ－ＬＩＳから町長名で、かつ転送不

要の簡易書留で郵送されます。 

 この通知カードは、あくまでも個人番号を知らせるカードでご

ざいます。身分証明書用としての利用を希望する人のためには、

別に顔写真つきのプラスチックでできた個人番号カード、通称マ

イナンバーカードの交付申請手続が必要となり、Ｊ－ＬＩＳに直

接郵送申請するか、役場に申請するかの二通りの申請方法があ

り、どちらの場合でも来年１月１日以降に交付となります。 

 これらの手続への対応ですが、制度に関する問い合わせや、マ

イナンバーカードの交付申請手続等に万全を期するため、町民課

に特設窓口を設けて対応することとしております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 これらについては、新聞等でも、マイナンバー通知が、カード

が全国で２７５万世帯届かぬおそれがあるというふうなことで、

実際にそのカードが届かないことが懸念されるのは、住民票を移

動させていない人、それから医療機関、老人ホームの施設に入居

している高齢者、障害者というふうなことで新聞報道にあります

が、おいらせ町では、でも結構特養とか施設があるわけで、これ

らのところの対応についてはどうなっているかお聞きしたいと

思います。 

 

 馬場議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（小向仁生君） 

 通知カードが届かない場合はということで、その施設等に入っ

ている方々に対してはどうするんだというふうなことの質問だ

というふうに理解いたしました。 

 まず、簡易書留のために、必ず個人に届くものというふうに理

解しております。また、世帯の誰かが受け取るということでもっ

て可能かというふうに思っております。ただ、万が一受け取る方
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がいない場合は、市町村にまたその郵送されたものが戻ってきま

す。Ｊ－ＬＩＳからの発送でありますけれども、市町村に戻ると

いうふうなことになります。そうすれば、市町村は必ずその方を

捜し当てて届けるという作業が発生してくるので、その際はあら

ゆる機関を利用して、必ず突きとめるというふうな方法をとって

いきたいというふうに考えております。 

 ただ、現在、現時点においては、その施設に入っている、入っ

ていないというのは把握しておりませんので、その戻ってきた場

合のときに改めて施設のほうに照会をかけるというふうな形に

なるかというふうに思います。 

 以上です。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 これによって、日常業務にも非常に業務量がふえるおそれもあ

るなというふうに感じております。特に、またこのカードが行っ

ているのだけれども、高齢者の世帯の場合は今の一時給付金、窓

口で今１階でやっていますけれども、それでも受給資格があって

発送された証拠が役場のほうにあるのだけれども、本人が届いて

いないというふうな人がいるわけです。ですから、きょう私も確

認しましたけれども、行政側のほうの瑕疵はないんだけれども、

行っているほうで受け取っている人が意味がわからないで、多分

届いていないというふうなことなのかなというふうに解釈しま

すけれども、こういうふうな事例というのが、多分私結構出てく

るのではないかと。本人が書留であるから、確実に本人に届いた

というのだけれども、ではこれがそんなに重要なものとか、そう

いうふうな認識が、果たして個人の高齢者の方々というのは、本

当にさっきも言ったように理解しているのかなというふうな心

配があるわけです。ですから、その番号は番号でいいのだけれど

も、自分の番号さえも多分送られてもわからないで、ずっと生活

している人がいっぱいいるのではないですか。これらに対して

は、届けるのは一生懸命役場で届けるというふうなことですけれ

ども、どうやってその、あなたの番号は１２桁でこうですよとい

うふうなのを知らしめるかという部分です。ここのところを、も

うちょっとこういうふうな方法もありますよというふうなのが
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あったらお聞かせいただきたいと思います。 

 

 馬場議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（小向仁生君） 

 正直言いまして、知らしめる方法というのは、現在のところは

ないというふうに考えております。ただ、行政側として、例えば

確定申告等々に使う場合は、必ず本人に対して１２桁のカードを

提示するなり、また番号を求めるなりというふうなことをしなけ

ればならないものですから、そのときに十分説明をして理解を得

て、そして番号を聞き出すというふうな形になるかと思います。

ですから、そのとき必要がなければ、その番号は多分そのまま保

管という形になるかというふうに考えております。 

 以上です。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 いろいろ課題もいっぱいあるわけで、これからまたさらに運用

しながら、その解決に向けて取り組んでいただきたいと思いま

す。 

 それでは、（３）の質問に入らせていただきます。 

 さっきも経過を話しておりますけれども、来年１月にこの番号

の利用開始、そしてまた個人番号カードの交付開始がされるわけ

ですけれども、これらについても番号が行って、今度は自分を証

明する個人カードが交付開始されますよというふうなことにな

りますけれども、具体的にその写真とかそういうふうなものがカ

ードのほうに取り込まれるというふうなことですが、これはあく

までもその申請の際に、自分が写真とかそういうふうな全てのも

の、証明するものを持って行政側のほうで手続をするのか、この

辺について説明いただきたいと思います。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えいたします。 

 来年１月１日からマイナンバーを記載して、税や社会保障の手

続が開始されます。 
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 マイナンバーを使用する際は、役場においては関係課で、使用

する旨の説明と管理の徹底に努めるとともに、町民においては個

人が使用する際の管理に注意するよう周知してまいりたいと考

えております。 

 また、来年１月１日以降、希望者に交付されるマイナンバーカ

ードは、身分の証明書にもなります。一般的には、顔写真入りの

運転免許証やパスポートで、身分の証明は足りることになります

が、これらを持たない人は、マイナンバーカードを所持すること

により身分の証明となりますので、先ほど述べましたように、そ

の必要性と手続を、引き続き広報紙やホームページでお知らせを

してまいります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 町民課長。 

答弁 町民課長 

（小向仁生君） 

 その手続の方法なんですけれども、まずここで、それでは一連

の流れというものをちょっと説明したいと思います。 

 先ほど町長も言いましたように、１０月５日には国のほうから

通知カードなるものが個人に郵送されていきます。それをもと

に、今度は先ほど町長も言っておりましたマイナンバーカード、

身分を証明するマイナンバーカード、それを必要ということであ

れば、今度は役場のほうに届けを出してもらうと。その届けの方

法といたしまして、カードが役場に送られてきた……失礼しまし

た。直接Ｊ－ＬＩＳのほうに郵送するか、もしくは役場の窓口の

ほうに申請するかと、この二通りがあります。その二通りの中で、

いずれもカードには身分証明として写真を添付しなければなら

ないものですから、写真を添えて、そして自筆でもって名前を書

いて送ると。送った場合に、Ｊ－ＬＩＳに直接送った場合は役場

のほうに送られてきます。役場で受けた場合も、役場のほうに送

られてきます。その送られてきたマイナンバーカードを、今度は

個人に、役場のほうに届いていますよという通知をいたします。

その通知に基づいて、本人が役場のほうにそれをとりに来るとい

うふうな形になっております。 

 以上です。 
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 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 今一連の流れを説明して、なるほどなというふうなことで理解

をいたしました。このマイナンバーカードというのは、実際に社

会基盤、インフラだというふうなことで、国のこのチラシにあり

ます。一つは、国民の利便性の向上、それから行政の効率化、公

平・公正な社会の実現というふうなことでありますけれども、私

はこのカード、マイナンバーというのは、ほとんど国民の利便性

というのは本当に実感できるのかなと。身分を証明する、今まで

も免許証とかそういうふうなのもあって使っているわけで、私は

ほとんど国のいろいろな意味での統制する、非常にそういうふう

なデータを捕捉する一つの手段ではないかなというふうな、非常

に懸念するわけです。新聞にも出ていますけれども、年金の情報

漏えいではないけれども、これらがもし、世界的なハッカーとか

そういうふうなものが侵入した場合、この被害を受けた国民への

補償というのは国が補償するのか、自治体が補償するのか、被害

を受けた場合のそういうふうなのがまだ決まっていませんか。 

 

 馬場議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（小向仁生君） 

 被害に遭った際の補償の関係については、具体的に今のところ

は通知はされておりません。ただ、国の名のもとに行う事業であ

りますので、国が全て補償するものというふうに解釈いたしま

す。 

 それから、もう一つ、町民の利便性なんですけれども、今も住

基カードなるものを発行して、それでもって他町村でも住民票が

とれるというふうな状況にあります。このマイナンバーカード

も、いずれはそのような形で住民票がとれるものと、全て今持っ

ている住基カードが切りかわっていきますので、そういうのがと

れるというふうなことになりますし、また、例えば将来的に病院

のカルテ等も全部それに情報が管理されますと、自分の病歴とか

病状とか、そういうふうなのも全部見られると、自分が見る分に

は見られるというふうな、他人は当然見られませんけれども自分

は見られるというふうな状況にあるので、そういう情報の使い方

というのもできるかというふうに思います。 
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 以上です。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 いろいろな国と自治体、そういうふうなものが情報の交換が瞬

時にできるようなシステムが確立するというふうなことで、確か

に今言ったような個人の部分も、自分に関する部分は見られると

いうふうなことは、例えばその番号がわかってカードを持ってい

る人が操作すれば、その他人になりすまして情報収集も可能だと

いうふうなことで理解をしたいと思います。 

 あと、今まで私も窓口で証明をいただく際に、免許証の写しを

いつもとられます、印鑑証明とかそういうふうな。そうすると、

このカードになってもそういうふうなシステムがそのまま続く

のか。私は、自分たちの免許証がコピーされて、そこに住民課の

ほうに保管されているということに対しては、非常に疑問を持つ

わけです。何回もとる人は、１年に１０枚もたまっているわけで

すね。それらが情報、その書類的にどういうふうな形で処理され

ているのかもちょっとわかりませんし、まして今度はこういうふ

うなカードが出てくることによって、いろいろな個人情報が、そ

の情報とった人が調査できるわけですから、これらについてはど

ういうふうに対応するつもりでしょうか、お聞かせいただきたい

と思います。 

 

 馬場議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（小向仁生君） 

 まず、１点目のなりすまし、不正に使われるのではないかとい

うことなんですけれども、当然使う側とすれば、受ける側とすれ

ば、当然写真を見ながらの本人確認をしますし、あとは４桁の暗

証番号を打ち込むことになっておりますので、それでもって暗証

番号が不正で出てきますと、それは本人ではないというふうに認

識されますので、使うことはできないというふうに考えます。 

 それから、現在運転免許証のコピーを受けているわけなんです

けれども、これについては、やはり私は、例えば平野議員は存じ

ていますけれども、どうしても知らないという職員が多数いる

し、私もまた平野議員以外は知らない人も多数いますので、そう
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いう人の確認するためにはやはり運転免許証、顔写真つきの免許

証のコピーが必要かというふうに考えます。確認が必要だという

ふうに思います。そして、その確認のための作業とすれば、運転

免許証の番号を控えさせていただくというふうなことになるか

と思います。これについては、私が毎回受けていればいいんです

けれども、職員もかわっていきますので、やはりその都度その確

認が必要というふうに考えております。 

 以上です。 

 

 馬場議長 

 

 ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 事務的な部分で確認をしました。 

 あと一つ、この件について、私は高齢者もそうですが、   

、こういうふうな人がまだ町内に、前にも質問したときに結

構人数がいるなというふうな確認をしております。こういうふう

な人に対しての番号が振られるのは、今の制度で振られるわけで

すが、そうするとこのカード的なものの申請というのは、多分で

きないのではないかなと思いますが、例えばかわりに親族とかそ

ういうふうな人も、このカード申請ができるかどうか、ここ１点

だけお願いします。 

 

 馬場議長 

 

 町民課長。 

答弁 町民課長 

（小向仁生君） 

 制度的には、代理でもできるというふうになっておりますの

で、その代理に来た方の身分をきちんとした形で証明していただ

くというふうなことになると思います。 

 以上です。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 ありがとうございました。 

 それでは、続いて２点目に入らせていただきます。 

 ２点目は、飼料用米の作付についてであります。飼料用米の利

活用推進するために、農水省では、まず一つは畜産経営のメリッ

トのある価格で提供する、それから飼料用米に対する消費者の理
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解増進、それから３点目は安定的な生産、利用体制の構築などと

いうふうに掲げて飼料用米の取り組みをしているわけですが、現

在町の飼料用米の作付面積の現状について、地区がわかれば地区

名、それから面積どのぐらいあるのかお聞かせいただきいと思い

ます。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 町内の農地における平成２７年度の飼料用米作付面積につき

ましては、昨年の全国的な米価下落受け、また国の主食用米生産

調整に伴う飼料用米への転換推進により、９６ヘクタールの作付

面積となっており、平成２６年度作付面積１３ヘクタールに対し

８３ヘクタール増加いたしております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 それでは、２点目の、この飼料用米の作付、特に町外者の人数

がわかれば、町名、人数がわかればお知らせいただきたいと思い

ます。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 平成２７年度の町内農家の飼料用米作付人数は、１団体、２２

農家となっております。 

 また、おいらせ町内に農地を有し、飼料用米を作付する町外農

家については把握できておりませんが、今年度、農地中間管理事

業を活用し、賃貸借契約により約１６．３ヘクタールを集積した

町外農家が、飼料用米を作付していると聞いております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ６番。 
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質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 今確認したところ、その作付面積は把握されているというふう

なことですけれども、町外の作付者の把握がされていないという

ふうなことですが、私はなぜこういうふうな質問をするかといい

ますと、現在飼料用米の作付者の水田は、私は見るに耐えないな

というふうな、管理もされない、畦畔もそのまま、本当にこれで

いいのかと。特に、食用米を栽培している農家にとっては、大変

な迷惑だというふうな声が上がっているわけです。そのときに、

町外の作付者の把握がないというふうなのは、これは町は全然か

かわっていないというふうなことでしょうか、国の施策で進めて

いる事業ですから。この辺についてもう１回お聞かせいただきた

いと思います。 

 

 馬場議長 

 

 農林水産課長。 

答弁 農林水産課長 

（松林政彦君） 

 ただいまの件でありますが、他町村については、当町で受け付

け等ができておりませんので、どなたが何を作付しているかとい

うことは把握できない状況であります。ですから、指導等も行え

ない状況で、今の現状に至っている次第であります。 

 以上です。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 中間管理機構が窓口になって進めているというふうなことで

聞いておりますけれども、私もその町外者、たしか階上の方だっ

たと思いますけれども、おいらせ町で何町歩だか作付すると、田

植えの時期に話を聞きました。ほとんどは直まきをして作付をす

るんだというふうな説明で、これは収穫しなくてもいいのかなと

いうふうな感じもしましたけれども、やはり今現在見れば、ほと

んどが雑草の中に米があるというふうな状況で、これらについて

は、例えばその中間管理機構であろうが何であろうが、やはり町

内にある農地の保全、そういうふうなものを町長が言っているわ

けですから、やはり情報として持っていなければならないのでは

ないかなと思いますが、本当にことし始まったものでもないわけ

ですよ、飼料用米については、その前々からもう国のほうで進め

てきているわけですから。もうちょっとこの情報収集をして対応
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できるような形をとってほしい。 

 それで、３点目、ですから町外飼料用米作付者に対する町の指

導もできていないというふうな課長の答弁ですから、できないも

のは答弁しようがないというふうに思いますので、４点目に入ら

せていただきます。 

 私は、町外の作付者がここの地区に進出していますよというふ

うなのを、例えばその一覧の管理する団地の方にも町は説明すべ

きだと、ここには飼料用米が作付になりますよというふうなこと

を説明することによって、その団地の中で清掃作業とかそういう

ふうなのがありますから、そういうふうなものの説明もできます

し、連絡もとれるわけです。それが、全く団地のほうはわからな

い、私たちも年２回、３回は用水の草刈りとかそういうふうなの

があります。そういうふうなのさえも連絡もとれないというふう

なのであれば、しかもその作付する人の面積というのは１町歩、

２町歩で一番大きいわけです。だから、こういうふうなのもぜひ

町としてしっかり把握して対応すべきだと思いますよ、私は。で

すから、３番、４番合わせて町長の思いをちょっと聞かせてくだ

さい。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 ただいま３番、４番ということですので、では３番からいきま

す。 

 お答えをいたします。 

 町内の農家の方には、国の経営所得安定対策による米の直接支

払交付金等事務により、４月に申請していただく営農計画書に飼

料用米の計画がある場合には、一定の飼料用米の収量を得るた

め、また隣接農家に迷惑をかけないよう主食用米と同様の圃場管

理をするようお願いしているところであります。 

 一方、町外農家に対しては、米の直接支払交付金等申請が住所

地の市町村への申請となるため、対応できないところでありま

す。 

 ただし、先ほどお話しいたしました農地中間管理事業により集

積し、飼料用米を作付した町外農家の方には、賃貸借のマッチン

グの際に、団地内での水管理、畦畔の草刈り等、隣接農家に迷惑
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をかけないよう圃場管理をするよう指導いたしております。 

 続いて、４番目であります。 

 お答えをいたします。 

 今年度から町内の農地を集積し、飼料用米を作付した町外農家

の借り受け農地がある団地への町からの説明については、正式な

説明は行っておりませんが、今年１月に開催した経営再開マスタ

ープランの見直しに伴う当該地域の座談会において、中心経営体

となっている農家の方々に対しましては、今年度から一定規模の

農地集積を行い、飼料用米の作付をしていきたい旨の説明を行っ

たほか、農地の貸し出しを希望する農家の方々には、借り受けけ

た農地に飼料用米を作付していく旨の説明をしてきたところで

あります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ６番議員、一問一答方式と宣言していますので、一問ずつお願

いします。６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 それでは、５番のほうに入らせていただきます。 

 今町長から説明して、座談会とかそういうふうなのでも町でも

ことしは説明しましたよというふうなことで理解しました。やは

り、私は町で飼料用米の作付基準、そういうふうなものをつくっ

て、その町外者それから町内の団地、そういふうなところにも知

らしめるべき資料をつくって配布するというふうな指導を徹底

するというふうな考えがないかお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 飼料用米の作付基準については、町内外の農家にかかわらず、

飼料用米の作付面積が今後も増加することが見込まれますので、

主食用米を作付する農家に影響を及ぼさないようにするため、農

業協同組合、土地改良区と協議をし、検討していきたいと考えて

おります。 

 以上であります。 
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 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 それでは、続いて第３点目に入らせていただきます。 

 第３点目は、百石まつりの活性化策についてであります。 

 百石まつりは、明治１３年、若宮八幡宮のみこし等を松原地区

にある土鼻神社に運んで、土鼻神社でみこしは２泊をし、若宮八

幡宮へと戻る、これが百石まつりの由来と伝えられております。

豊年は若宮八幡宮、大漁は土鼻神社を祈願し、感謝した祭りであ

ります。 

 この百石まつりの広報おいらせ、それから町史等に今記載して

ありますけれども、私はこの町の認識というふうなことで書いて

ありますけれども、担当課そういうふうなものの職員の認識とい

うのはいかがなものか、お聞かせをいただきたいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 百石まつりは、秋の豊作（若宮八幡宮）と大漁（土鼻神社）を

祝う祭りとして、約百三十余年の歴史と伝統を誇る両神社の附け

祭りであります。 

 当初は、若宮八幡宮の例大祭に合わせて、曜日にとらわれるこ

となく９月１５日からの開催でありましたが、多くの町民に楽し

んでもらいたいとの趣旨から、現在は例大祭後の土曜日をお通り

として開催しております。 

 おみこし行列を中心に大神楽や日ケ久保虎舞等の伝統芸能を

初め、豪華絢爛な山車が見ものであることは衆知のところであり

ます。 

 平成１８年度からは、おいらせ百石まつりと名称を変更して、

おいらせ町観光協会が運営主体となって実施しています。町とし

ても、町民が楽しみにしているイベントの一つとして、継続して

支援していきたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  ６番。 
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質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 私は、なぜこういうふうな質問をしたかといいますと、附け祭

りと言えども、やはりそういうふうな歴史があるというふうな部

分、これをやっぱり職員、担当課そういうふうなものがお互いに

理解をして、この仕事に当たってほしいというふうに思いがある

わけです。何か普通のイベントみたいな形で祭りが運営されてい

るのではないか、もっとその根底にあるものは、本来のこの町民

の思いというのが、豊作それから大漁、そういうふうなものに感

謝されたのが年々受け継がれてきているんだというふうな、実際

に見れば、大漁旗とかというのも実際前は出ていたんですけれど

も今は出ていないんですよ、例えば定置網とかそういうのは。や

っぱり、それらも振興するとか、こういうふうな歴史を知ること

によって働きかけが可能になってくるのではないかというふう

に思いますので質問したところです。 

 もう１点、２点目に入りますけれども、平成１１年に主要地方

道八戸・野辺地線、百石バイパスが開通したわけですけれども、

これに伴ってその百石まつりの参加の山車組の方々から、これで

本町の１丁目から５丁目まで通行どめにして、夜間運行も可能に

なるんだと、祭り囃子とかそういうふうなのの共演もできるよ

と、やろうじゃないかというふうな声があって、町のほうにもた

しか上がったと思いますが、現在まで全然進展がないわけです。 

 実際に、ほかのほうのチラシを見ますと、八戸だってあのメイ

ンストリート、東北四大祭りになったからとめられるというふう

なことなのかわかりませんけれども、でも三沢にしても東北祭り

にしても、夜間運行をちゃんと道路を使ってやっているわけで

す。私は、だからさっきも言ったように、ただ一つのイベントと

して捉えるのではなくて、やっぱりそういうふうな思いを込めて

山車に参加している人方の思いが伝わっていないのではないか

と。私は、やっぱり今だったらちゃんと八戸みたいな形で、前夜

祭とかそういうふうなのを開催できるのではないか。まず一つに

は、この前夜祭だけでもやってみるとか、そういうふうな思いが

ありませんか。ちょっと質問、町長からお聞かせいただきたいと

思います。 

 

 馬場議長  町長。 
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答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 前夜祭の開催は、現在役場分庁舎周辺を会場として、山車展示

と祭りばやし共演会を実施いたしております。 

 国道を利用しての山車の夜間合同運行についてですが、その可

能性について平成２２年５月に三沢警察署と事前協議をしたと

ころ、諸条件を解決できれば可能との見解をいただき、その後２

回ほど山車組と意見交換を行っております。 

 その中で、前夜祭の夜間山車合同運行については、平日でもあ

り運行等の人的体制がとれない等の理由から、１０山車組中６山

車組が不可能、１山車組が保留ということでありました。 

 夜間運行は、山車組や関係機関の協力がなければ実現できない

ため、あらためて意見交換等の機会をつくり、検討してまいりた

いと考えております。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 ２２年というふうなことですから、ますますまたそういうふう

な今のような答弁ですと、条件が厳しくなってきているのではな

いかと。やはり、可能なときに手を打っておかないと、私はなか

なかそういうふうなものの取り組みというのは容易でなくなる

なというふうな思いがあります。これは、終わってからもいろい

ろな協議する場があると思いますので、ぜひ検討していただきた

い、前向きに捉えていただきたいと思います。 

 それから、３点目に入らせていただきます。 

 少子化に伴い、山車組の引き子について苦慮している山車組が

多いことは承知のとおりですが、祭りに参加したい多くの子供も

いることも確かなわけです。この祭りを地域の文化財産として孫

子の代まで絶やさずに伝えていくためにも、広くこの参加を呼び

かけしていく方法、手段、そういうふうなものがあればお聞かせ

をいただきたいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長  お答えいたします。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－７９－ 

（三村正太郎君）  山車組の引き子対策については、それぞれの山車組においてご

苦労されていることと思います。年々少子化が進んでいる中で、

山車の出ていない町内の小学生や町民に対して募集してはどう

かとの提案もありましたが、山車組によって参加料が異なるなど

の課題もあり、抜本的な解決策が見当たらないのが現状でありま

す。 

 引き続き関係団体と協議をしながら、よりよい解決策について

検討してまいりたいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 ６番。 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 今答弁は、これは当然だと思います。山車組によってはおやつ

代がばらばらだというのはわかります。私は、だからそういうふ

うな意味では、子供たちの参加する、そしてまた希望する山車の

紹介とかそういうふうなものもちゃんと事前にわかるわけです

から、最初に希望をとって参加料が全て山車組に合わせるのでは

なくて、その一定の額を納めてもらって祭りに参加してもらうと

いうふうな方法も私は可能だと思うのですけれども、この辺もう

ちょっと真剣に捉えていただきたいなというふうに思うわけで

す。 

 というのは、この前の新聞にも載っていますけれども、佐井で

この山車引きを１泊ツアーで企画している。泊まって祭りに参加

してもらってというふうな企画しているわけです。佐井まで行っ

たら、とてもじゃないけれども簡単に言えば１泊でないと帰って

こられない距離なわけです。それでも、そういうふうな非常に交

通の不便なところでもそういうふうな企画をしているわけです。

おいらせ町は、どこからでも簡単に来られるし、交通の便もいい。

そういうふうなのもあって、特別な部分のＰＲ企画というのは、

人が集まってくるからいいというふうな考えなのかどうかわか

りませんけれども、やはりいろいろな形で子供を参加させること

によって、その親、そしてまたおじいさん、おばあさんというの

は必ず来るわけですから、そういうふうなものをちょっと捉え方

が、軽すぎると言えば言い方悪いんですけれども、祭りに対する

視点の当て方、やはりこの伝統を引き継ぐためには、まず孫子の

子供たちからちゃんとそういうふうなものを植えつけていかな
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ければならないのではないか。今たまたま山車に参加できないか

らといっても、将来的にかかわる可能性というのはいっぱいある

わけです。ぜひ、これは町長、何としても学校、そういうふうな

ものもかかわってくると思いますけれども、企画して呼びかけを

していただくようにお願いをしたいと思います。これは要望にな

ります。 

 時間の関係もありますので、４点目の質問に入らせていただき

ます。 

 ４点目は、町道木ノ下・二川目線と交差する、ちょうど十字路

に信号機の設置を要望するものです。というのは、そこの交差点

は先般も事故が起きました。私が朝行ったら、軽四輪の荷台が半

分剝がれていまして、助手席が潰れていまして、２台がとまって

いましたけれども、あそこで事故が発生すればほとんどが軽傷で

はないです、重傷です。ですから、そういうふうな意味では、こ

れまで発生した件数、ちょっとお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 当該路線の事故発生件数でありますが、三沢警察署へ問い合わ

せしましたところ、個々の路線や箇所ごとに統計として整理して

いないということであり、人身事故についてのみ大きなくくりで

統計をとっているとのことでありました。 

 おいらせ町における過去３ケ年の人身事故件数は、平成２５年

が８７件、平成２６年が６９件、平成２７年は７月末現在３１件

となっております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ６番。 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 年間大体７０件、そのうちそこのところで私は少なくてもそう

いふうな大きい事故が発生しているのは３件以上あるなと記憶

しています、私もしょっちゅう通りますから。 

 一川目、向平のところの交差点については、死亡事故が発生し
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てから信号機がつきました。この信号というのは、調べてみたら

公安委員会が道路における危険を防止して交通の安全と円滑を

図り、障害を防止するため必要と認めれば設置するとありますけ

れども、やはりその死亡事故がなければつかないのかなというふ

うな、それだととてもではないけれども事故が発生するまで待っ

ているのかと、その予防のためにぜひお願いしたいわけですけれ

ども、町長、２番、３番も時間ないので一緒にしますけれども、

この事故がなぜ発生するのか私も考えてみますと、見通しがいい

と、逆に言えば遠くのほうを見るんですよ。そのときに、遠くの

ほうにまだいるからと出ていって、もうここに来ている車が見え

ないときがあるんです。だから、ほとんどブレーキを踏んだ形跡

がない。ですから、私は安心して農作業に従事する方々の安全を

確保するためにも、ぜひ信号は必要だし、やはり安心・安全なま

ちづくりをするためにも私は必要だと思うんですけれども、町長

の見解をお聞かせいただきたいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

       については県の公安委員会のほうも青森県全体

を把握して、そして危険度の高いところから順次信号機は整備し

ているのはわかっております。ですから、粘り強く話をしながら、

その中でまた突然大きな事故があれば、それはまた注目されるこ

とがあるかもしれませんが、やはり声を出していくことが大事だ

と思っておりますので、その点はこの路線についても声を高くし

て、機会あるごとに伝えていきたい、要望していきたいというふ

うに考えております。 

 以上です。 

 

 馬場議長 

 

 ６番。 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 このジャスコ道路については、六ヶ所に通勤する朝の６時の時

間帯、ほとんどトラクターだと横断できないです、ばんばん飛ば

していくし。もうほとんど待っていなけば、３３８号線もその時

間帯一番、第一ラッシュがそこですけれども、飛ばしていくのに

横断するというのは命がけだなと思って私は見ていますけれど
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も、ぜひこの実情をちゃんと把握してもらって、公安委員会のほ

うに働きかけをしてもらうように要望して終わります。ありがと

うございました。 

 

 馬場議長  これで６番、平野敏彦議員の一般質問を終わります。 

 ここで、本日の会議の時間を延長します。 

 ３時５０分まで暫時休憩します。 

  （休憩 午後 ３時３７分） 

 馬場議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  （再開 午後 ３時４９分） 

 馬場議長  引き続き一般質問を行います。 

 ５席、２番、澤上 訓議員の一般質問を許します。２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 訓君） 

 ２番の澤上です。議長のお許しを得て、通告に従い一問一答方

式により一般質問をさせていただきます。 

 ４月の町議会選挙で初出馬、初当選という栄誉を賜り、町民の

皆様からの負託に応えるべく、責任感というものをこの両肩に重

く感じているところでございます。 

 それでは、１の公共施設等のマネジメントについてご質問させ

ていただきます。 

 我が国において、公共施設等の老朽化対策が大きな課題となっ

ております。平成２４年１２月に発生した山梨県の笹子トンネル

の天井板崩落事故を契機として、この問題への注目度が一気に高

まってきております。笹子トンネルは昭和５２年に開通してお

り、事故が起こったときは開通から３５年が経過しており、その

間ずさんな点検などで施設の劣化が進んだことによって大事故

につながったと考えられております。この笹子トンネル同様、高

度経済成長期後期以降の１９６０年代から７０年代に多くの公

共施設が整備されているのが現状でございます。 

 一般に、コンクリートの建造物の耐用年数は６０年程度と言わ

れておりますが、天井や外壁などの非構造部材や設備類の耐用年

数はさらに短く、点検や手入れが十分でなければ老朽化とともに

事故の危険性も高まってまいります。既に、十分な修繕や改修を

行う予算が確保できず、危険性の高まった古い橋を通行どめにす

るというような事例が全国ではふえつつあります。 
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 そこで、ご質問いたします。１の当町の公共施設等の老朽化の

現状把握ができているのかどうかをお聞きしたいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 ５席、２番、澤上 訓議員のご質問にお答えいたします。 

 町公共施設等の老朽化の現状把握についてでありますが、町公

共施設としては、道路、下水道、土地、建物、公園等があり、各

施設担当課の現地調査等による把握及び台帳の整備により把握

しております。 

 台帳につきましては、道路、下水道、公園等は地域整備課で、

土地、建物等は各施設担当課及び企画財政課で共有しておりま

す。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ２番。 

質疑 ２番 

（澤上 訓君） 

 今現状についてお答えいただきました。今のところ、特に本当

に危険性の高いというか、そういった建物というふうなものはな

いということでよろしいのでしょうか。 

 

 馬場議長 

 

 企画財政課長。 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

 お答えします。 

 毎年実施計画のほうを作成しまして、危険な建物等について

は、その実施計画に掲載して随時直すようにというふうなことを

しておりますので、そのように対応しております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ２番。 

質疑 ２番 

（澤上 訓君） 

 とりわけ、非常に危険な状態ですよと、事故につながりますよ

というふうなものは、今はそうないよというふうなことに受けと

めました。過去に建設された公共施設等が、これから大量に更新

時期を迎える一方で、地方公共団体の財政は依然として厳しい状
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況下にあるのは確かであります。また、人口減少等により今後の

公共施設等の利用需要が変化してくることも考えられます。さら

には、合併後の施設全体の最適化を図る必要性もあります。早急

に公共施設等の全体状況を、長期的な視点を持って更新あるいは

統廃合、長寿命化などを計画的に行うことが必要であると考えて

おりますが、ここで質問の２でございます。 

 公共施設等総合管理計画、これは総務省でしたか、２８年度ま

でだったと思うんですけれども、それらを活用して策定を考えて

いるかどうかをお聞きしたいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 公共施設等総合管理計画は、道路、下水道、土地、建物、公園

等を対象とした計画で、各公共施設の設置年度、面積等の調査後、

固定資産台帳の整備をし、その台帳を基に公共施設全体を把握

し、将来的な見通しと総合的かつ計画的な管理をするために策定

するものであります。 

 この固定資産台帳の整備と総合管理計画の策定には、相当の業

務量及び専門性が必要なことから、台帳整備及び総合管理計画の

双方を合わせて委託することとして、８月２７日に入札をし、業

務を進めているところであります。 

 なお、委託期間は平成２９年３月２０日までの２年間の事業で

あります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長 

 

 ２番。 

質疑 ２番 

（澤上 訓君） 

 ただいま町長のほうからは、今年度からその作業に取りかかる

というふうなことでの回答だったと思います。この公共施設のこ

ういう問題ですけれども、これは我が町だけではございません。

全国全ての自治体において、非常に難解な問題になり得るだろう

というふうに考えられております。１，７００自治体あるうちの

本当の一部だけで現状は何か取り組む姿勢を見せているという

ふうなことなんですけれども、余力があるうちに、我がおいらせ
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町もやはりこういう調査等を進めていきながら、いろいろな評価

をして、将来この施設をどうするのかというふうな具体的なとこ

ろを示す、そういう管理計画等をぜひご期待申し上げたいと思い

ます。 

 私のこの質問の今回の趣旨は、行政がそういう形で動くという

ふうなものを確約できれば、もう私は今回はこれでいいなと思っ

ておりますので。町長の考え方等がわかりました。 

 今後は、社会環境の変化や地域特性に応じた適切な公共サービ

スの提供と安定した財政運営を両立させるために、ぜひともこの

公共施設を総合的に把握して、行財政運営と連動させながら管

理・活用する仕組みである公共施設マネジメントを導入していく

よう要望いたしまして、公共施設に関する質問を終わりたいと思

います。 

 次に、質問の２であります健康長寿青森県一を目指すに当たっ

てですが、先般当町において６月２５日、健康長寿のまちづくり

宣言が行われました。そして、いよいよいきいき健活ポイント事

業もスタートいたしました。これまで、健康づくりや体力づくり

事業が一部では横の連携によって行われていたものの、今回のよ

うに全庁的に取り組まれたのは初めてではないかと思っており

ます。私は、この取り組みに大賛成でありまして、町もいよいよ

もって本気で動き出したなと感じており、ぜひ応援したいなと考

えております。 

 そこで、質問の１ですが、スタートしてまだ日は浅いですが、

いきいき健活ポイント事業の町民の反応はどんなものでしょう

か。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 いきいき健活ポイント事業は、本年６月２５日にスタートし、

８月末時点で３名の方が２０ポイントを達成されております。 

 ポイントを達成された方が商品券の交換申請を行う際に出し

ていただいたアンケートや、ポイント対象となる施設利用及び介

護予防事業の担当者から確認したところでは、健康づくりに継続

して取り組む上で本事業が励みとなっている、前向きに取り組む
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要因となっているので事業を継続してほしい、といったところで

あり、おおむね好感されているものと受けとめております。 

 いずれにしましても、本事業は事業開始から２カ月ということ

もあり、町民の反応については、まだほとんど把握できていない

状況です。今後、ポイント達成者が多数になりますとアンケート

の数もふえることになりますので、その分析の結果で町民の皆様

の反応が把握できるものと考えております。 

 

 馬場議長 

 

 ２番。 

質疑 ２番 

（澤上 訓君） 

 スタートしたばかりで、反応についてはこれからだと思っては

おりますけれども、ポイントを２０ポイント集めて商品券１，０

００円分と交換できるという、しかも楽しんでみずからの健康づ

くりにプラスアルファの商品券が獲得できるという、こんな仕組

みの事業は町民にとっても大変うれしいものであろうと思って

おります。 

 しかし、いきいき健活ポイント事業は、あくまでも健康づくり

活動の手段であって、最終目的ではございません。町民の皆さん

が、いきいき健活ポイント事業を通して、みずからの意思でみず

からの工夫によって健康を考え、そのための行動を起こす。そし

て、そのことを習慣化させること、それが究極の目的ではないか

と私は考えますが、いかがでしょうか。 

 

 馬場議長 

 

 環境保健課長。 

答弁 環境保健課長 

（松林由範君） 

 お答えをいたします。 

 ただいま澤上議員がご指摘のとおり、全くそのとおりの考え方

で私どもも進めております。こういう目に見える形で、町民の皆

さんがこういう活動に取り組むきっかけをつくるということが

非常に大事だなというふうに考えておりますので、これを突破口

として今後このような形の事業を発展させていければいいのか

なというふうに考えております。 

 以上です。 

 

 馬場議長  ２番。 
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質疑 ２番 

（澤上 訓君） 

 やっぱり、健康にはどうしても運動するということが非常に大

事になってくるのかなというふうな思いでおりますので、ぜひと

もそういう運動に結びつく、その運動が習慣化されるように何と

か頑張ってもらいたいなと思っております。 

 そこで、今後町民の皆さんの健康に対する意識や興味を広げて

いくために、質問２の、いきいき健活ポイント事業のメニューは

今後拡大していく考えでいるのか、あるいは毎年今回程度の量で

メニューの内容を変えていく考えでいるのかお聞きいたします。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 本事業は、今年度初めて実施することもあり、対象者が何人ぐ

らいになるのか、健診受診率の向上などの効果はどの程度なの

か、未知数の部分も多くあります。 

 その中で、今後の方向をどうするかは、ある程度の期間を経て

全容を把握した上で判断することになろうかと思いますが、基本

的には一定程度の期間にわたって継続することを前提とし、メニ

ューを拡充し、内容を見直していくつもりであります。 

 健活ポイント事業は、町民の健康づくり事業への積極的参加及

び健康に対する意識の向上を図り、健康づくり活動を促進させ、

健康長寿への取り組みにつなげることを直接の目的としており

ますが、それにとどまらず、健診を初めとする各種事業への参加

や施設の利用の促進のほか、ボランティア活動への参加など町民

の社会参加を拡大することを見据えて実施するものであり、本事

業を起爆剤として、健康長寿青森県一のまちづくりを目指してま

いりたいと考えております。 

 なお、健活ポイント事業の対象事業を選定するため、役場関係

課から構成する健活ポイント対象事業選定委員会を設置してお

りますので、以上のことを踏まえた上で、その中で協議していく

予定でございます。 

 

 馬場議長 

 

 ２番。 
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質疑 ２番 

（澤上 訓君） 

 大変前向きに今後取り組んでいく様子がうかがわれておりま

すので、私もある程度安心しながら、ただ、やはり同じようなメ

ニューというのはマンネリ化につながりますので、少しずつ変化

を加えて参加者に刺激を与えていくことも必要と考えておりま

す。 

 それから、今後のために、この場で私から２点ほど、金のかか

らないやり方なんですけれども提案したいことがございます。 

 まず、第１点ですけれども、健康長寿のまちづくり宣言のとき

もそうでしたが、２時間を超える事業は、やはり中間に３分から

５分程度のストレッチ体操を入れるという、こういう提案でござ

います。長時間同じ姿勢で話を聞くということは、以外とつらい

ものです。この議会も、皆さんそう感じているかと思うんですけ

れども、これは環境保健課だけの事業ではなくて、役場全課そし

て各種団体等を含めて、本当の意味の町ぐるみでこういったスト

レッチ体操等を入れていくと、実施していくというふうなものを

やってはどうかなというふうなことで、この点につきましては取

りまとめ役の環境保健課長からの回答でお願いしたいと思いま

す。２点目というのは、今の回答を得てから改めてということで

す。 

 

 馬場議長 

 

 環境保健課長。 

答弁 環境保健課長 

（松林由範君） 

 お答えをいたします。 

 大変すばらしいご提案だというふうに思っております。ぜひ、

戻ってスタッフとどういうやり方がいいのか、どのようなストレ

ッチの体操を取り組めばいいのか、その辺のところを検討しなが

ら、ぜひ普及させていければいいのかなと今考えているところで

す。ご提言ありがとうございました。 

 

 馬場議長 

 

 ２番。 

質疑 ２番 

（澤上 訓君） 

 大変理解していただいて、本当にありがたく思っております。

一番金のかからないもので、気軽にできるもの、そういったもの

を考えていけば、やはりいろいろな中からこれが一番いいなと、

２時間以上のいろいろな講義とか発表会とかそういったものを



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－８９－ 

見た後は、ぜひ実現してほしいと思います。 

 次に、第２点ですが、これは社会教育・体育課への提案です。

健康に結びつけるには、やっぱり手っ取り早いのがスポーツやレ

クリエーションであると思います。スポーツやレクリエーション

を実際にする人または教える人、いわゆる指導者ということにな

ろうかと思いますけれども、そういう人は問題はないと思いま

す。しかし、スポーツはできないけれどもお手伝いするのだった

らできますよという人、例えばいちょうマラソンのお手伝いなど

もそうですが、スポーツボランティアを行う人、これも一つの社

会参加ですので、そのほか高齢者の限定でも、高齢者というか６

０歳以上の方々の限定でもよいかと思いますが、孫の応援、スポ

ーツ応援、あるいは友人のスポーツ大会、ご夫婦であればその連

れのスポーツの応援、大会等の応援であればと、そういうふうに

考える方々も大変多いと思います。実際やらなくても、その場に

行って体感する、目で見て実際に感じる、このような表には見え

ないんですけれども、別の形での社会参加というところに目を向

けてもらいたいなと考えております。スポーツボランティアや高

齢者のスポーツ応援等を重視して、いきいき健活ポイントの対象

事業への組み入れをぜひ検討していただきたいなと思います。こ

れについてお考えをお聞きいたします。 

 

 馬場議長 

 

 社会教育・体育課長。 

答弁 社会教育・体育課長 

（北向 勝君） 

 ただいまのご提案に対してお答えいたします。 

 ボランティアの活用というところに際しましては、ことしいち

ょうマラソン大会において、具体的に私なりに行政推進会議の場

でボランティアの参加をお願いしております。その際に、一般の

町民の方で全くスポーツに役職等かかわりのない方で、５名ほど

参画していただきました。この議場内にも、お一人お手伝いをい

ただいておるところです。それ以外に、町民スポーツレクリエー

ション祭では現在、昨年まで３年間、古間木山町内会と連動して

レクリエーションを通じて、子供とお年寄りの方々が参加者のほ

とんどでしたけれども、世代間交流を含めたレクリエーションの

活動を通して健康づくりということを継続してやっております。

ことしも実は来週、週明けにはその行事を開くことにしておりま
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すけれども、今その準備を進めております。 

 議員のほうからご提案のそれぞれの項目については、例えばス

ポ少の野球大会でも、孫の応援のためにお年寄りの方がスタンド

に見えて、声を大にして応援している姿も拝見できていますの

で、その辺も含めてこれからニーズがふえてくれればありがたい

なと思っております。できるだけご提言に沿うように、それぞれ

の事業を展開していきたいと思います。 

 以上です。 

 

 馬場議長 

 

 ２番。 

質疑 ２番 

（澤上 訓君） 

 中には、私先ほど申しましたように、やっぱりどうしても体を

動かすのはちょっと苦手だという人も必ずいます。そういう人た

ちにとって、そういった社会参加の仕方、門を広げてあげること

によって、スポーツあるいはレクリエーション等に対しての意識

というものが変わってくることもあり得ると思います。 

 私は、スポーツボランティアやスポーツ応援を通じて、みずか

らがこれからウオーキングしてみようかなとか、簡単なレクリエ

ーションにでも参加してみようかなという考えに波及していく

可能性が高いというふうに考えておりますので、ぜひ実現してほ

しいと考えております。 

 次に、質問３、これもまた一つの提案となりますが、現役を退

いた６０歳以上の方々に、健康長寿青森県一を目指すために公共

施設利用料金の無料化を進める考えはないかお伺いします。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 本年第１回定例会の際、 山議員からも体育施設に係る類似し

た質問があり、答弁した経緯があります。 

 議員も承知かと存じますが、体育施設を含む公共施設の使用料

は、合併時に決定したものであります。その後、平成２２年度に

見直しをし、平成２３年４月１日から施行しているものでありま

す。現在把握している資料では、ほとんどの市町村が年齢区分を

小中高生と大学・一般の二つの区分としております。 
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 今後、社会体育施設や社会教育施設、福祉施設など公共施設全

体について、新たに高齢者区分を設定するかどうか、また施設使

用料の見直しも含めて近隣の市町村の動向も踏まえ、平成２９年

４月の消費税の１０％施行予定に合わせて検討してまいりたい

というふうに思います。 

 

 馬場議長 

 

 ２番。 

質疑 ２番 

（澤上 訓君） 

 健康長寿青森県一、本当に並大抵のことではないと思います。

やはり、ナンバーワンになるにはそれなりの思い切った政策が必

要ではないのかなと。特に、この６０歳以上の方々、幾らでもみ

ずから進んで使ってもらえる、そういう中で健康、やっぱり健康

を得ることというものは本当にもう計り知れない、町のためにも

なると思いますし、ご本人のためにも当然なろうかと思います。

ぜひ、町長の政策として、この青森県一目指すためにこういった

無料化等を、思い切った方法でぜひ提案して、町長のほうからこ

の無料化の実現をぜひ図ってもらいたいなというふうに考えて

おります。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 たいへん前向きなといいますか、健康長寿に対する思い入れと

いうものは強いものを感じます。この無料化につきましても、や

はり幅広く議論してまいりたいと思いますけれども、現時点にお

いて考えられることは、やはり当然施設料をとらないということ

は、財政的には少し減るわけでありまして、ではとったらどうな

んだとか、このぐらいとって、それよりも医療費が下がるし、そ

れこそ健康長寿に対しての高齢者がどんどん健康でずっといき

ますよとなったときにどちらがいいのかという、無料化というの

は、すると、したでどの程度金額になるかは、ちょっと私自身は

まだ把握していませんが、それらも比較しながらも、でも一つの

いい提案だというふうに私は受けとめておりますので、少し課内

でも議論してみたいなというふうに思っております。 

 先ほど申し上げましたように、２９年４月がいいタイミングで

すので、これらについても、するかしないか、無料になるか、な
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らないかわかりませんが、これは一つみんなの知恵を拝借しなが

ら議論してまいりたいというふうに思います。 

 

 馬場議長 

 

 ２番。 

質疑 ２番 

（澤上 訓君） 

 健康長寿青森県一を目指すためには、多少のお金がかかるのは

いたし方ない部分でございます。県一を目指すことで、その医療

費の抑制や介護予防に大きく貢献できるとしたら、これにまさる

ものはないかと考えますが、そこで最後の質問に入りたいと思い

ます。 

 質問の４、冬期間や雨天時に利用できるドーム建設に向けた進

捗状況はどうなっているのかお知らせいただきたい。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 お答えをいたします。 

 防災機能を兼ね備えた多目的ドームの整備の進め方について

は、さきの６月定例会の西舘秀雄議員の一般質問において答弁を

しておりますが、現在教育委員会内で計画づくりのたたき台を作

成し、それをもとに役場内関係課の補佐級等の職員で構成するス

ポーツ施設整備検討庁内ワーキング会議を設置し、今後の検討課

題を整理しているところであります。 

 なお、過去に県内外のドーム施設など視察し、調査研究してお

りましたが、さらに今年も体育関係者と一緒に、新たに調査研究

のため、山形県庄内町の屋内多目的運動場を訪問し、検討の参考

にしているところであります。少しでありますが、前にどんどん

進んでいるという、着実に階段は上がっているというふうにご理

解をいただきたいと思います。 

 

 馬場議長 

 

 ２番。 

質疑 ２番 

（澤上 訓君） 

 視察あるいは整備検討委員会等を立ち上げて前に進んでいる

というふうなことで回答をいただきました。ドームについては、

前成田町長も必要性を訴え、検討されておりましたが、実現にま

では至っておりませんが、そして現三村町長もその必要性に向け
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て、ご自身の選挙の際のマニフェストの中に盛り込んでおられま

した。すなわち、現在おいらせ町において必要性のもっとも高い

項目の一つであると考えますが、いかがですか。 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 ドームは、もっと早く優先順位を上げるべきでしたね。という

のは、冬期間のその練習とか子供たちの健全育成のためにも、お

年寄りのための介護予防のためにウオーキングコースをつける

とか、そういったことで何で優先順位を早く上げなかったのかと

いうのは今悔やまれるんですけれども、みんなそのときの私の判

断材料では、恐らく前町長はどうかわかりませんが、私も含めて

ドームといえば３０億円も４０億円もの話のイメージがあった

んです。秀雄議員の言うように、あのスポーツ施設、光星高校を

見てきました、すぐ行って見てみました。大変な９０人の野球の

選手が練習していました。あれは小さいんですけれども、テント

型であります。そういういろいろなところ、土とか芝生のところ

もありますけれども、でも体育館、今２つあるわけでありますが、

いろいろな総合的管理はやっていきますけれども、それも含めて

も、今はもうすごくいい製品で、いい形で安くできるのもあると

いう、材料がそういうふうに時代が進んでなっております。ずっ

と前に建てている七戸なんかのあれを見ても、建て方がもう雪が

多分多かったということで、屋根がぐっとなっているので、途中

が今度は低くなっているんですね。そういうふうになったりし

て、前は前で、何十年も前につくっているはずで、それも最先端

で鹿島道路とか大手のがつくって、しかし今はそうではなくて、

いい製品でいいものが、がっちりしたものができるし、やはり問

題点も整理されて、いいものが後でつくるほうがいいと思ってい

ますので、そういったことの理解を私はしておりますので、この

点についても、これは進めていかなければならないと強く、視察

するごとに意志を強くしているところであります。 

 

 馬場議長 

 

 ２番。 

質疑 ２番 

（澤上 訓君） 

 ドームは、冬期間における町民の皆さんの運動量をかさ上げで

きる大きな健康拠点施設になるものと考えており、しかも健康長
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寿青森県一を目指すにはうってつけの施設であり、建設実現に向

けて前進するべきであると考えております。 

 私は、何も大それた何十億円という、そういったドームを建設

しろとは言っておりません。少年野球の試合ができる程度、一般

の野球の練習ができる程度、あるいはサッカーの試合ができる１

面程度の広さ、あとそれにいろいろな付加価値をつけて、トレー

ニング施設、ウオーキングのできるような、そういったものをつ

けて、他のスポーツ、レクリエーションができる複合施設として

お願いしたいと言っているわけでございます。そのためには、今

回の最初に質問したように、公共施設のマネジメントを導入しな

がら、現在の町の公共施設の長寿命化や統廃合、廃棄する施設な

ど将来を見据えた総合管理計画を策定することも含めて、ドーム

建設の実現に向けて前進してほしいというのが切なる願いでご

ざいます。このことについて、もう一度町長の考えをお聞きして、

質問の最後といたします。 

 

 馬場議長 

 

 町長。 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 ぜひ、澤上議員にも、このドーム建設に向けてはひとつ応援し

てほしいなというふうに思っております。町民の理解ができなけ

れば、あるいは議員の方々の理解がなければ前に進めませんの

で、それと財源的なものはありますが、私の立場として、国から

の引っ張るお金等々、いろいろなこれまでの力、政治力等々含め

てしっかりと頑張ってみたいというふうに思っておりますので、

再度申し上げます、お力を賜りますようにお願いしたいと思いま

す。 

 

次回日程の報

告 

馬場議長  これで、２番、澤上 訓議員の一般質問を終わります。 

 以上で、一般質問を終わります。 

 これで、本日の日程は全て終了いたしました。 

 これで、本日の会議を閉じます。 

 あす８日は、午前１０時から本会議を開き、議案審議を行いま

す。 

 

散会宣言 馬場議長  本日は、これで散会いたします。 
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  （散会時刻 午後 ４時２７分） 

 

 事務局長 

（中野重男君） 

 修礼を行いますので、ご起立を願います。 

 礼。 

 着席してください。 

 
 


